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>原
料
資
源
再
分
配
問
題
乃
至
は
之
を
圍
つ
て
の
植
民
地
#
分
割
問
題
は
令
日
餘
り
に
も
顯
著
な
國
際
的
論
議
の
中
心
と
な
つ
た
觀
が 

あ
る
。
二
方
.に
於
て
原
料
資
源
或
は
：領
有
植
民
地
の
豊
富
な
英
、
来
、
佛
、
蘇
を
包
含
ず
る

.所
謂「

持
て
る
國」

と
、
他
方
に
於
てH
、 

獨
、
併
の
如
原
料
資
源
に
乏
し
く
旦

.つ
領
、有
植
民
地
の
些
少
な
或
は
皆
無
の

「

持
た
ざ
る
.國J

と
の
國
際
的
な
對
立
は
叙
上
の
國
際 

間
題
を
如
實
に
示
す一

對
の
流
行
語
と
し
て
世
界
を
風
魔
す
る
。

「

持
た
ざ
る
國
し
：が
獨
立
國
と
し.て
の
存
在
を
榻
據i
し
て
顿
土
の 

}
分̂
割
を
要
求
し
從
つ
て.國
際
情
勢
の
現
狀
打
破
を
企
，圓
す
る
に
對
し
、

「

持
.て
る
國J

は
其
の
從
來
の
勢
力
を
確
保
す
る
爲
め
に
現
狀 

維
持
，に
努
め
‘る
し
の
は
當
然
で
あ
る
。
此
の
場
合

「

持
た
ざ
る
國J

の
要
求
は
常
に
植
民
地
原
料
資
源
獲
得
を
中
心
と
し
て
提
出
せ
ら
れ 

a
持
.て
る
國J 

.は

.又
之
に
對
應
し
て.出
來
得
れ
ば
.許
し
得
る
範
圓
内
の
原
料
資
源
保
有
，の
..調
整
を
計
る
事
に.ょ
り
問
題
の
，全
面
的
解
決 

ぜ
志
す
。
‘球
に
於
て
先
づ
‘現
在
に
於
け
る
原
料
資
源
の
國
際
的
分
沛
狀
勢
如
何
、
又
其
の
間
に
於
て
植
民‘地
原
料
資
源
の
占
.む
る
意
義 

を
究
明
レ
，、
；
其
の

S

分
郎
耍
求
の
根
據
を
明
か
に‘し
併
せ
て
植
民
地
原
料
資
源
間
题
の
本
質
を
者
慮
ず
る
事
は
現
時
の
國
際
狀 

を
理
解
す
る
，上
に
將
又
ほ
ぎ
將
來
に
於
け
.る
其
の
動
向
を
推
す
指
針
み
し
て
有
意
義
な
も

.れ
セ
：あ
ら
，，

ッ
输
民
撒.
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植
：
地
喷
料
露.源
間
；題
'に
闕
す
る
'：

i
#

參 

七
な
：

(

セ
八
§

.

.現

在

：に

於

け

る

.が

如

き

意

味

；の

原

料

資

源

間

®

が

國

際

政

治

輕

濟

上

.
の

題

目

.と

し

：
て

联

上

：ら

れ

た

わ

は

世

界
大

.戰

以

後

の

事

に

恩

す
 

る

タ

，此

の

事

は

大

戦

：の

：經

驗

が

食

料

，を

含

め

て

の

原

料

資

源

供

給

確

保

が

T
S
:

の

1

敬

持

に

と

り

.
如

何

に

重

耍

性

を

有

す

る

.か

を

示

，
 

し

た

爲

め

に

外

な

ら

な

5
:
0
.

將

來

に

於

け

る

戰

時

I

を

假

定

し

た

場

合

に

若

し

i

が

重

；耍

原

料

資

源

P

源

泉

か

ら

遮

斷

；
さ

れ

た
な

 

ら

ぱ

如

何

と

云

ぶ

襄

慮

，

或

ほ

又

原

料

資

源

を

獨

占

し

て

’
ゐ

れ

ぱ

其

の

.利

得

は

如

何

-

^
云

ふ

推

測

は

必

然

當

問

題

へ

の

關

心

を

惹

か

す

. 

に

M

か

な

'
5

,

0
 

:

:

即
ち
.夙
にi

九一
九
年
の
平
和
會
議
に
於
て
原
料
資
源
取
得
確
保
の
間
題
は
併
太
利
に
ょ
り
提
議

.さ
れ
た
。
併
太
利
は.先
づ
國
際
聯
. 

盟
の
各
參
加
國
が
其
の
獨
ま
と

{HI

動
的
發
展
の「

必
耍
條
件」

を
.享
有
す
ベ
：き
を
保
證.を
れ
ん
事
を
求
め
、
各
國
の
産
業
維
持
に
必
耍
な
‘ 

食
料
及
び
原
料
資
源
は
其.の
目
的
.に
不
可
ケ
な
數
量
丈'は
國
際
間
に
分
配
せ
ら
る
べ
：き
と
云
，ふ
事
を
以
，て
其
の
條
仲
の

'：

I

と
し
た
。
更 

に
當
時
に
於
て
は
主
耍
原
料
資
源
分
酣
の
間
題
は
常
に
多
く
の
.國
際
的
會
議
の
/議
題
と
し
て
极
は
れ
、
例
へ
ぱ
一
九
一
九
年
十
！
月
ヮ 

シ
ン
ト
ン
に
於
：

b

る International L
a
b
o
u
r

 conference、

一
 

九一 

1
0
:
 ̂

A 

月
ジ
ュ
ネ
ー
プ
に
於
け
る
 Miners"Intemational c

on- 

f
e
l
^
e
n
c
e

或

は！

九
ニ
o
年
九
月
ょ
り一

0

月
に
冗
り
プ
ラ
ツ
セ
ル
に
開
催
さ
れ
た

Brussels 

Financial G
o
n
f
e
r
e
n
c
e

等
に
；

55̂、

て 

I

そ
れ
は
主
と
し
て
、
大
戰
後
に
於
ける
不
足
原
料
資
源
の
調
整
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

I

夫

々

論
ぜ
ら
れ
た
。國
際

⑧
 

盟
に
於
て
は
上
述
の
餅
太
利
の
耍
求
が
主
た
る
動
機
と
な
っ
て
一
九
二

 I

牟
世
提
に
於
け
る
重
耍
原
料
資
源
に
於
い
て
の
調
丧
報
带
書 

(Rep.01:t o
n

 cei：tain aspects of the r
a
w

 matei：ial 

p
r
i
m
)

が
作
製
せ
ら
れ
た
が
、
其
の
結
莱
見
出
さ
れ
た
結
論
的
原
則
は

「

原
料
資
源
所
有
國
は
嵐
ま
れ
ざ
る
國
を
永
久
に
劣
勢
の
地
位
に
置
く
が
如
き
方
法
を
採
用
す
べ
き
で
な
レ
し
と
云
ふ
程
度
の
甚
だ
消
極 

的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た0
,

1

九
！
 

I
1

年
後
に
於
け
.る
國
療
經

：

濟
狀
勢
め
發
膝
は
暫
く
の
間
獨
逸
賠
償
金
問
題
と
戰
債
間
題

を

中

心
 

:

;

引

績

さ

はI

九
ニ
九
年
の
址
採
恐
慌
勃
發
以
後
、
恐
慌
克
服
對
策
と
し
て
の
通
貨
爲
替
粒
に
國
際
資
本
移
動
間
題
が
其
れ
に

と
し%

代
っ
た
。
然
か
も
其
の..間
を
通
じ
'て
も
原
料
資
源
問
題
は
依
然
國
際
的
關
心
事
の

一

た
，る
事
を
失
は
，す
，

1

九
！1
七
報
.ジ
ュ
ネ
ー
プ
に
開 

催
さ
れ
た
國
際
經
濟
會
議•の
準
備
含
議
に
於
て
も
原
料
資
源
供
給
確
保
の
間
題
が
再
び
取
上
げ
ら
れ
た
。

然

る

に

.一

，九

ニ

九

：年

 

一I 

-

1

3

,

1
ク

取

引

所

®

慌

に

端

を

發

し

た

世

界

恐

慌

の

.
深

刻

化

は

漸

次

.
各

國

の

輕

濟

を

國

内

的

、

對

外

的

に

 

其

の

海

中

に

卷

込

れ

幾

多

の

闲

難

な

間

題

を

惹

起

す

る

に

至

っ

.
た

が

原

料

資

源

問

題

も

亦

其

の

性

質

を

變

じ

て

提

出

せ

ら

れ

る

等

と

な

 

ウ

：.：

た

。

：
.即

ち

同

期

間

を

通

じ

て

1
は

原

料

資

：源

：獲

得

の

.，
如

何

ょ

り

も

原

料

資

源

生

産

國

が

如

何

に

其

の

過

剩

の

部

分

を

棚

く

か

r

所

謂

販

 

路

の

：發

見

開

招

が

緊

要

，事

と

；
な

っ

た

。

，
勿

論

世

界

，恐

慌

克

服

を

目

的

ぇ

し

て

幾

多

の

：試

み

が

行

は

れ

た

。

’
然

レ

ま

極

す

る

所

、

世

探

經

 

濟

の

動

向

は

：白

由

貿

易

生

義

へ

.
の

展

開

で

は

な

く

し

て

本

國

を

中

心

に

其

の

植

民

地

領

域

乃

至

は

勢

力

範

園

を

包

金

ず

る

プ

.

‘
a

ッ

ク

形

 

成

へ

‘
の

傾

向

.
で

あ

0

;

‘
た

。

一

九

H
'
r
l
l
m

年

以

後

の

顯

著

な

特

徵

と

し

て

、

吾

人

は

容

易

に

プ

せ

ッ

，
ク

主

義

の

世

界

的

な

傳

播

を

指

摘

 

得斯かる

'情

勢

下

に

世

探

恐

慌

打

開

を

自

的

と

し

て

.

一

,
九

i

t

年

：
ロ

ン

ド

ン

に

世

界

通

貨

經

濟

會

議

が

開

催

せ

ら

れ

、

其

の

際

 

或

样

度

原

料

資

源

に

關

す

る

論

議

も

行

は

れ

、

.特

に

獨

逸

は

原

料

資

源

問

題

に

關

聯

し

て

舊

植

民

地

領

域

返

遺

の

要

求

を

提

出

し

た

が

、 

要

求

は

担

茶

せ

'
.ら

れ

i

又

全

.偉

と

し

て

の

會

議

そ

の

も

の

.

-

^

'
成

集

も

ル

で

あ

っ

た

。

/

,
 

• 

V

 

:

,

:

斯

く

て

プ

ロ

，；
ッ

ク

經

濟

組

.織

が

漸

次

强

化

せ

ら

れ

る

に

.微

ひ

そ

れ

は

當

然

植

民

地

原

料

資

源

を

.包

含

し

て

の

自

給

自

足

の

.願

望

を

發

 

壊

甘

し

め

、

，
此

の

，所

謂

經

濟

的

國

家

主

義

の

浸

透

は

押

び

®

際

的

原

料

資

源

蒋

分

配

の

間

題

.乃

至

：は

植

民

地

原

料

資

源

確

保

：の

間

題

を

 

前

面

に

拥

出

す

事

と

な

っ

.
た

。

而

し

て

一

九

I
T
S

年

九

月

國

際

聯

盟

總

會

に

於

て

當

時

の

英

國

外

相

サ

ム

F
I

ル

：
•

.ホ

ア

ふ

，S
i
x
：: 

S
a
m
u
e
l

 

H
o
a
r
e
)

.
が

行

：
っ

：
た

i

の

：

1

節

は

、

，瑪

時

の

國

際

狀

勢

を

示

す

.最

も

代

表

的

な

曾

葉

と

じ

：
て

多

く

の

著

作

に

引

用

せ

ら

れ

る

所

で

あ

 

.る

。

即

ち

「

原

料

の

'豊

當

な

供

給

は

其

の

所

有

國

に

特

別

の

利

餘

を

與

.へ

る

様

：に

見

.
ぇ

る

。

而

レ

て

斯

か

る

利

猿

の

.決

定

的

性

質

は

稍

 

も

す

れ

ぱ

誇

張

さ

れ

易

い

。

：
'
‘何

故

な

ら

ぱ

自

然

的

資

源

に

乏

し

S

か

或

は

全

く

惠

ま

れ

な

V

.
國

で

も

そ

の

商

工

業

に

，
ょ

つ

て

國

を

富

强

 

植

民

i

料

資

源

間

題

に

開

す

る

1

者

察

 

，
.
七

1
〈

七

.
八

1
)



I

植
民
地
‘原
料
資
海
問
題
：に
關
す
る.！
考

察
. 

£
 一
 

r
t
l
-

I

し
め
た
國
々
S

る
か
ら
' で
あ
き
併
し
乍
ら
威
る
若
干
の
國
ク
が
其
の
本
國
か
或
は
植
M

s

に
於
i

著E
l
i

 

i

f
 

れ
る
も
の
を
所
有
すs

は
1

2

り
v

.

fり
f

れ

な

，々

お
不
安-

s
ひ
乍
I

 

t

o

i
植

民

地

原

料

に

關

ぢ.

は
、
植

地

帝

國

ま

し

な

；

懷
牲
に
し
て1

 

慮
を
斯
か
'る
狀
勢
：が
生
ぜ
し
め
る
事
は
當
然
で̂
る
0:

.こ
れ
：f

の
問
題
：で
あ
る
事
は
多
ぐ
の
人
に
明
白S

る
0
而
し
，て
そ
れ
を

無
視
す
る
事
I

で
t

o

l

l
る
か
I

れ
す
I

I

的
に
利
用
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
レ
タ̂

惹
起
し
て
ゐ
る
め
で
：
I

:
か
ら
、
；‘
I

調
査
し
、.之
を
處
理
す
，s

f

者
：へ
：、.問
題
の
眞
の
範
圍
を
知I

.ウ
若
し
と
の
間
題
が
重 

大
.ポ
あ
れ
ば
其
の
解
決
をW
る
事
が
賢
明
で
あ
るJ:

とo(Alfr€d; 

o
r 

W
a
r

 Materials ?
1
9
3
7
,

 p. 9.) 

.

.斯
く
て
®
際
.聯ĝ

:

に
於
て
も
植
民
地•保
s

•
委

任

，統

治

顧

に

於

け

：

る
原

料

資

源

：

の
分
布
狀
態̂̂

的

獨占
，.

が

行

は

れ

て.

9,

は

か

を

檢

討

すS

め

に：「

原

料

問i

i

l

」

.：
：が

任

命

さ

れ
I

と

な

ね

，

I

九11H

ハ
2
 

b

月

共

の

鼓

議

が

行

は

れ

、

§

七

月

に

が

幾

の

成

银

は

未

知

數

で

あ

る

o
' 

,
 

/
 

r..:

以

上

；
，に

於

て

、

，吾

人

は

原

料

i

確
保
を
中
心
と
す
ネs

§

際
問
題
：の
經
緯
の
大
耍
を
知
り
得.た
と
思
ふ
^
^
^

陛
.に
於
け
る
本
問
題
の
；霞

性

は

國

際

的

な

原

料

資

源

霖

配

特

地
.原
料
資
，源
 ̂

て
そ
さ
は
ホ 

づ
原
料
資
源
の
現
後
の
分
布
狀
熊
如
何
ボ
考
察
の
第
.一
階
描
を
形
成
す
る0 
. 

‘

，
.
.

 

,

f

原
料
資
源
問
f

論

す

る

に

き

て

は

唯
I

料
5

と
稱
し
I

合
に
は
其
の
概
念S

漠
t

も
の
.で
t

、
I

此
の

言
語
のT

—

而
か
も
時
に
資
源
な
る
語
の

——

概
念
規
定
，が
.必

要

と

さ

れ

，
る

(

註
；

50

i

資

源

の

意

義
I

資

源

な

る

槪

念

の

I

に

關

し

て

は
ニi

會
I

第
二一
十一

卷

第
十

I

號
.に
小

鳥
深
次

氏

がi

間
g

i

若

..

干
の
：

.

基
礎J

と
题
丄
て
詳
細
に
极
は
れ
，て
ゐ
ろ
。

.

御
參
照
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

,:

.

小
島
氏
に
よ
れ
ば
最
も
廣
義
に
解
し
た
場
合
の
資
源
の
概
念
は
っ
欲
廣
充
足
に
役
立
っ
環
境
の
能
力
し
で

t

o

而
か
も/

社
會
生
活£ 

に
就
い
て
の
資
源
を
考
へ
る
と
す
れ
ぱ
其
の
場
合
最
も
基
本
的
意
義
を
持
つ
も
の
ほ
外
的
自
然
的
資
源
で
あ
る
。
資
源
問
題
の
考
究
が
外
的
自 

然
的
資
源
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、

一，

C
V

に.

は
斯
か
る
理S

ば
か
り
で
あ
り
、r

っ
に
は
そ
れ
以
外
の
資
源
を
諭
ず
る
こ
と
は
、
場
<
ロ 

に
依C

V

て
極
め
て
闹
難
だ
か
ら
で
あ
ら
ぅ

J

と
述
べ
ら
れ
る0

 

(

前
揭
認
、
一
八
頁

)

0

事
情
は
正
に
此
の
通
り
で
あ
り
、
斯
る
が
故
に
本
稿
に
於 

て
も
此
の
範
圍
の
考
察
に
限
定
し
よ
ぅ
と
思
ふ
。

.

今

當

該

職

念

：
の
；.

詳
細
な
る
分
析
は
暫
く
置
く
と
し
て
も
、
極
め
て
槪
括
的
に
資
源
と
謂
っ
た
場
合
.に
も
通
常
其
れ
は
所
謂
物
的
資
源 

と
人
的
資
源
の一

S

を
合
み
、
更
に
前
者
に
就
い
て
は
食
料
を
含
む
か
否
か
に
よ
っ
て
範
圍
が
異
っ
て
來
る

。

\

.
本
稿
に
於
て
は
其
の
主
た
る
目
的
が
日
常
所
謂
物
的
資
源
と
稱
さ
れ
て
ゐ

.る
物
に
就5

て
植
民
地
領
域
を
中
心
に
其
の
國
際
的
分
布 

を
港
察
す
る
に
在
を
か
ら.、
資
源
の
意
義
は
其
の
通
常
の
用
遂
に
從
ふ
と
し
敢
て
定
義
す
る
と
せ
ぱ
便
宜
上
高
々

r

何
等
か
の
方
法
に 

於
て
欲
望
充
足
に
，役
立
ち
得
る
物
質
的
耍
素

」

と
云
ふ
可
成
り
廣
沢
な
程
度
に
止
め
て
置
く0
從
っ
て
此
の
場
合
人
的
資
源
は
者
察
の 

範
菌
外
に
置
か
れ
又
重
要
な
ら
ざ.る
食
料
は
之
を
省
く
事
と
す
る
。

 

/

次
い
で
，植
民
地
な
る
概
念
に
就
.や
て
も
問
題
が
提
出
せ
ら
れ
.る
。
寨
し
現
在
に
於
て
は
純
#

に
名
實
共
に植
民
地
た
る
領
域
が
あ
る 

.と
共
に
.、：

寒
に
，

一

方
に
於
て
名
M
上
は
然
ら
ホ
と
雖
も
實
質
に
於
て
是
れ‘に
：近
い
平
植
民
地
、
或
は
よ
り
漠
然
た
る
意
妹
で
の
，

I

國
の 

.勢
力
魄
圓
が
存
在
し
、
又
他
ホ
：に
於
て
は
洛
目
上
.は

植

地

，で
あ
り
乍
ら
實
質
上
は
亩
治
國
に
'近
い
領
域
が
務
す
る
が
故
で

あ
る
o'
然 

，し
本
稿
に
於
て
は
，

j

光
づ
名
目
.上
、：
形
式
上
の
植
民
地
爾
域
を.其
の
儘
村
：斜，と

.：

て
論
を
進
め
事
と
す
る
。

.
， 

i
 

:

以
上
の
如
き
定
義
：め
下
に
：
i

經
濟
に
於
；け
^
9植
民
地
原
料
資
源
の
意
義
を
知
タ
に
は
先
づ
擁
際
的
關
心
め
對
象
.
v
:な
る
叙
上
.の
意 

植
民
地
原
料
資
源..問
題
.に
園
す
‘る
：

一

者
察 

七

三

(

七
S

)

I
f

!

i

!
I

t
l
f
t
e
r
r
a
f
t
t
L 

US 
i
f
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植
i

厚
料
資
淑i

s

ナ
i

:

考
察
：

 

七g
/

 

2

八
四)

.

.

味
に
：於
て
の
原
料
資
源
の.

分
.

布
狀
態
を
知
ら
ね
ぼ.

な
ら
ぬ
の

.

で
あ
る
が
、
其
の
根
據
ン
し
：ズ
吾
人
は
近

.

年
に
於
け
：る̂̂̂

料
資
源
の
世2

^

 

生
産

#

を
採

.

：る
；0.
勿
論
資
源
研
究.

に
就5

-:

て
旣
知
の
生
産
高
を
利
用
す
る
事
に
就.

5

 
.

て
.

は
方
法
上

P

欠
陷
が
認
め
ら
れ
る
。

し
本
間 

題
.

I

扱
化
際
し
：て
は
其.

の
：.

現
生
塵

S

:

み
な
ら
す
將
來
め
：發
展
性
が
，ル
要
と
な
る

.

が
故
：で
あ
るo
’

此
I

は
織

産

物

に

就
い
て
は

未

 

採
掘
の
：糊
藏
量
如
何> 

更
に
纖
産
物
、
動
植
物
性
原
料
資
源
共

.'

に
技
術
の
進
歩
を
や
む^̂̂

を
i

な

ら

め

る
0.
又
或
る
場
合
に
は
或
；る
顧
域
に
然
々

.

の
原
料
資
源
が
有
り.

は
し
な
い
か
乃
至
は
出
來
は
し
な
い
か
の
漠
然
た
る 

期
待
，さ
へ
親.

在
/

に
於
て
は
：相
當
有
力
な
る
，獲
得
栽
爭
の
原
因
と
し

'

て
考
へ
ら
れ
る
。；
斯
く
て
現
實
に
於
て
獨
逸
の
植
民
地
返
遺
耍
ま
に

然
る
に
§

植
民
地
顧
嫁
の
將
來
性
を
菜
に
入
れ
る
と
し
.
て
.
も
是
れ
に
對.：

て
具
體
的
な
根
據
を.求
.め
ん
.と

す

る

時

は

大

.
ま

按
 

術

的

困

難

に
'.途
肴
せ
ざ
る
を
：得
な5
0

即
ち
减
種
の
：原
料
資
源
に
就
て
は
凡
そ
乍
ら
其
の
；埋
蔵
量
或
は
發
展
性
の
槪
算
的
豫
则
を
爲
し 

得
る
と
.
レ
て
：も
其.
の
他
.
の
、大
部
分
の
，原i

.

源
i

し

，
て

は

斯

か

る
8

^
^

 

從
つ
て
又
實
際
に 

於
て
も
：持
た
ざ.，ろ
.國
が
要
求
を
，提
出
す
る
場
合
に
は
其
の
既
知
の
生
産
高
を
极
據
と
し
て
利
用
し
且
：つ
是
れ
へ
將
來
の

.
發2

^

は
を
附S

 

し
て
問
题
と
す
る
事
が
多5
0 

.

取
く
て
本
稿
に
於
'て
植
民
地
原
料
資
源
の
意
義
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
，に
際
し
て
も

！

應
旣
知
の
生
産
高
を
根
據
と
し
て
論
を
進
め 

る

の

外

は

な

い

の

ま

り

又

そ，si

が
便
宜
上
の
手
段
と
し
て
容
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

0

更
に
旣
に
一
言
せ
し
如
く
、
人
爲
的
な
拔 

術
の
進
步
が
，

i

つ
.
の

條

仲

を

形

成

す

る

と

.

共
に
、
土

壊

の

地

味

と

か

霞

の

如I

然
的
環
赞
の.

影
響
が

S

 

な
ら
な
い
事
に
なる
0
:
然
し
本
稿
に
於.

て

は

J

應
斯
か
る
人
爲
的
自
然
的
なi

因
を
も
度
外
視
し
てf

 ̂

 

!.

蜜

I

ら
れ
だ
物 

質
的
耍
素
を
中
心
と
し
て
.者
察
を
進

.

め
る
事
と
す
る
。
■

.

以
上
述
♦へ
た
如
く
原
料
資
源
問
獨
の.研
究
に
於
て
は
糖
々
の
制
眼£

豕
る
事
と
な
る
ゾ
從
つ
て
本
稿
の
扱

4
服
り
に
於
て
も
間
題
の 

本
質
的
れ
：

1

面
を
解
明
し
得
，る
に
止
る
か
も
知
れ
な

5

。
，
而

し

：其

の

範

圓

の

，智

f

以
て
し
て
も
現
時
の
錯
綜
せ
る
國
際
經
濟
狀
勢
を 

理
解
す
^
上̂
の
；1
肋
と
爲
し
得
ろ
事
は
否
め
な
い
で
あ
ら
ぅ。

 ̂

.、

: 
,

 

' 11、
原
！
？：

資
源
の
國
際
的
分
布 

.前
節
に
逾
ベ
-た
如
.き
意
義
の
下
に
‘於
て
原
料
.資
源
の
國
際
的
分
布
狀
態
を
考
察
す
る
に
當b
、
：
吾
人
は
次
の
三
大
項
目
に
分
つ
を
便 

宜
と
す
る
0

即
ち

:
!
>
金
屬
性
韻
産
物
：：
.
 

-
 

:

ニ
：>
非
金
屬
性
纖
産
物-
:.
 

-  

:ニ
1>:励
植
|
.
原
韻
資
源
.

：
'

而
し
'て
各
填
目
下
に
於
け
る
.各
個
の
資
源
に
就
：

き
#
：

と
し
て一:

九
ニj

五
年
の
産
出
高
を
.根
據
.と
し
て
、‘其
の
國
際
的
な
分
布
狀
態
を
.
 

知
り
併
せ
て「

持
て
る
，國
.

」
：

と
：
持̂
た
ざ
る
國J :

の
具
體
的
解
明
に
.努
め
、
又
其
間
：に
於
け
る
：植
民
地
原
料
資
源
の
意
義
を
明
か
に
せ 

ん
と
す
る
。
而
か
も
此
の
際
原
料
資
源
の
.産
出
高
はm

項
目
夫
*̂
に
就
て
統
計
表
に
總
括
し
て
示
ず
事
に
す
る(

註〕

。
.

，(

註)

.

.

統
計
表
に
就
て
は
本
稿
最
後
の
別
寒
を
參
照
せ
ら
れ
度
い
。
：
そ
れ
等
は

.

H
e

r
m

a
r

i

 

K
r

a
n

o
l
d

,’

 

T
h

e

 

I
n

t
e

r
n

a
t

i
o

n
a

l

 

D
i
s

t
r

ib
u

t
i
o

n

 

o
f

 

f
 

M
a

t
e

r
ia

l
s

,  

1
^

3
8

;:

の

.
A

p
p

e
n

d
i
x

ょ
り
抽
出"

作
成
し
た
も
れ
，で
あ
る
。
做
本
？

に
擧
げ
る
統
計
數
字
は
、生
よ
し
そ
，同
書
に
依
つ
.た 

レ
.
-も
が

資

い
0 

-

ソ

：

- 

: 

. 
■ 

' 

-
.
1 

' 
ぐ
.
：.
.
，.

'

’.，

1
>
:余
：i

韻
産
物
-

(

第

表

參

照)

.

バ
 

^
.

/

一
 

r 

‘
，

〔

鐵.〕
.：：

謂
ふ
f

.
な
ぐ
職
：は
凡
.ゆ
.る
金
屬
冲
に
於
て.原
刺
資
源
：そ
し
て
最
も
軍
：耍
性
を
有

h
。
：

近
代
的
なH

業
國
の
全
經
濟
組
.織
は

植
民
地

.原
料
資
厥
間
題
に
關
す
±

者
察

 

 ̂

七
五
.，

(

.七
八
五

：

>:



1

i

i

資
I

f

l

i

l
 

V
 

: 

ゃ
六
;

(

セ
八
2

鐵
鍵

、
倉

ハ

：
2

の
充
f

る
供
絵
に
依
存
す
：ま
1
5
も
過
言
.で

な

ふ
^̂

用
等
廣
m
:に
！

ml，,

特

鉴

時

を
1

を
場
合
に
其
の
確
實
i

な
：獲
得
は
決
定
的I

義
をg

つ
。
別
表
に
，よ
れ
す
其
の
國y
のg

 

出
高
に
於
て
、
：I

的
優
位
に
在
る
の
は
北
类
ロ
衆
國
、|

、
佛
、
獨
、
英
本
國
等
でf

v

s
ル
ク
J

プ
^

q

 

ヘ
イ
ン
等
ヵ
資
次
ぐ0
斯
く
て
明
ら
か
な.タ
如v.̂

其

の

主

霊
.國
は
何
れ
も
遺
m
域

で

ま

植
^
 ̂

レ
'
I

ヤ
、
西
鎮
？

ツT
1
S

小
f

産
す
る
：；に
止‘る
0
從
ク
i

i

て
植
民
地
I

は
全
ぐ
S

一
義
的
な
も
の
に
過
ぎ
なI

日
ひ
辱

-

る
,

:

■

 

-

.
...

-

..

 

.

.

.

. 

/

尙
、.1

1

關
し
1

近

時

の

鬆

的

i

め
I

た
る
I

I
用
が
；

g
*
l

す
を
0
而
か
も
竞
は
漸I

大
傾
向
に.
. 

り

紫

合

I

に
於
て

f
發

達

を

見
る
。此

I

實
は
鐵
の
不i

よ
り
し
てi

l

s

f

減
す
る
も
の
と
し
む
將
來

.技
術
的
殺
.
®如
何
.，に
關
.心
が
持
た
れ
て
ゐ
る
。

§
,
: 

f

亦
s

i

.

上
i

l

i

Q

 

.1  

p

f
、
良

i

な
る
故
に
、

f

」

て
i

H

業
に
f

せ

ら

械
、
ロ
刷 

校
、
料

i

l

l

l

。

i

f

 
l

i

f

れ
f

、
特
に

i

於
け

i

i

大

で

 

あ
る
。
.其
，の
主
i

國
は
I

合
衆
國
、
チ
？

、
及
英
國
|

領
カ
ナ
ダ
等

I

り
、
植
民
地
8

と
し
て
は

i

北

1

ア
シ

ヤ

、
 

1114̂

 n

ン
T

の
カ
タ
ン
ガ
等
に
可
成
り
の
産
出
を
見
る
に
此
り
獵
不

充

分

お
口
は
ざ
る
を
得
な
い
。

〔

金
及
銀〕

金
銀
f

H
業
用
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
が
、
然
し
其
の
重
要
性
は
明
か
に
貴
金
屬

.と
し
て
の
本
來
の
價
値
に
依
，

4,

す 

る
0
特
S

S
て
.は
國
I

に
於
けS

I

S

不
均
等
よI

寧
ろ
i

l

s

差
、
s

n
す
れ
ば
I

間
に
，於
け
 ̂

,

1

1
内
.的
に
，は'通
貨
上
、
對
外
的
.に
I

f

、
I

上
か
ら
種
々
な
る
問
題
を
提
出
す
る0..而
し
て
其
の
外
國
爲
替
に
及
ぼ
す 

^
響
よ
.り
し
て
原
料
資
源
の
購
入
に
難
を
生
ぜ
し
め
る
事
に
な
る
。
.保
有
量
に
就
て
優
位
を
占
む
る
の
は
云
ふ
迄

も
な
く
、

英
の
如
き
獨
國
で
あ
る

。

‘

又
新
産
出
量
に
就
て
は
表
に
示
す
如
，く
其
の
生
産
地
は
廣
く
分
布
さ
れ
る
が
、
南
阿
聯
邦
，
蘇
聯

"
カ
ナ
ダ
、
北
米
合
衆
國
が
壓
倒 

的
多
量
を
産
し
、
植
民
地
領
域
と
し
て
は
英
領

a

1
デ
シ
ヤ
、
英
領
ゴ
！
ル
ド•
コ
ー
.ス
ト
、
英
領
ク
ン
ガ
ユ
ィ
カ
へ
委
任
統
治
領

)

、 

滝
領
パ
プ
ア
、
佛
領
ギ.ア
ナ
、
蘭
®
東
印
度
等
に
或
程
虔
を
産
出
す
る。

'

'，.銀
は
現
在
に
於
て
は
猶
ほ
國
際
政
治
經
濟
上
左
程
の
.意
義
を
有
す
る
原
料
資
源
で
は
な
い
が
、
人
に
ょ
っ
て
は
將
來
に
於
て
の
發
展 

が
豫
測
さ
れ
て
ゐ
る9
現
在
の
，主
要
産
國
は
メ
キ
シ
コ
及
北
米
合
衆
國
で
あ
り
、
，カ
ナ
ダ

V
.ペ
ル
I

V
漆

洲

日

本(

.主
と
し
て
朝
鮮) 

等
が
之
に
次
ぐ
。
其
他
植
民
地
領
域
ょ
り
は
殆
ん
ど
塵
出
を
見
な
い
0
:

§

 

, 

S

も
亦
箱
、.
板
、
管
、
'電
池
等
®

々
の
用
廣
に
當
て
ら
れ
、
軍
需
用
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
る
。
：
其
の
生
産
地
に
就
て
は
小 

量
の
路
鎮
生
産
國
は
多
數
雅
在
す
る
が
、
大
規
模
な
の
は
北
米
合
衆
國
、
滚
洲
、
メ
ヤ
シ
コ
、
カ
ナ

'
等̂
で
あ
り
、
植
，民
地
領
域
は
間 

題
と
な
ら
な
5
0

S

&

.
 

'
亜
錯
鐵
製
造
の
原
料
と
し
て
最
近
顿
に
重
要
視
さ
れ
て
.來
た
が
、
多
數
の
國
々
に
産
出
せ
ら
，
.ル
北
来
合
衆
画
、
漆
洲
、
力 

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
獨
逸
を
主
た
る
も
の
と
し
、
撒
民
地
領
域
と
し
て
は
北
口
ー

.
,チ
シ
ヤ
の
外
佛
領
印
度
支
那
.及
び

g

領
ア
ル
ゼ
リ
ヤ 

に
小
置
を
産
す
0 

.

〔

錫〕
：

鶴
は
植
民
地
領
域
が
誇
り
得
る
.原
料
資
源
の

1

を
成
し
、
歐
洲
に
於
け
る
錫
綴
，産
出
が
減
退
し
っ
\
を
る
現
在
、
.其
の
植
民 

地
領
域
の
寄
與
は
签
々
意
義
を
高
め
ら
ん
あ
る
，。
其
の
主
耍
生
産
地
は
英
領
マ
レ
ー
及
び
，ナ
ィ
ゼ
リ
ヤ
、

1

束
印
鹿
，
白
領
ア
フ
リ 

力
の
四
植
民
地
領
域
と
シ
ヤ
ム
，、'ボ
リ
グ
ィ
ア
の一I

獨
立
國
で
あ
る
0
瓶
く
錫
生
産
の
植
民
地
的
性
質
は
莊
だ
顯
著
で
あ
り
、
令
植
民 

地
.生
産
の
世
界
總
生
産
高
に
對
す
あ.割
合
を
見
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

(ibid;.P, 

36.)®

植
ほ
地
原

.料

，資

赐間
：®

に

蹄

す

る一

港

察 

セ
：
.
 ̂

(

七
八
.

®



•

植
民
地.

原
科
資
海
間
題
に
：關
す
る

I
#

祭 

ゆ

ゆ

殿

、
豐

©

八

八)

9
ル-
ミ

ム
V-/

ア
ル
ミ
» ，.

.：

0
 ̂

i

4

養

 

53欲

 

,

I

 

4

1

C

ア

ル

i

ク

ム

：！

ア

ル

i

ク

ム

は

世

界

大

I

I

用

i

少

な

か

g

が

ま

的

な

技

術

の

發

展

と
共
に
其

.の
有
す
る
，特
賞 

I

て

次

i

f

れ
る
f

 

i

s

i

i

f
ひ
ら
れ
る
g

l

i

i

に
I

と

な

つ

た

。(

例

へ

ぱ

航

空

機

、

水

雷

艇

、
：：潜

水

艦

或

は

チ

ル

I

ト

i

用)

.
然
し
ア
ル
ミ
一
一
ク
ム
は
其
の
：儘
産
出
ま
れ
る
や
で
な
く
、
ク
：|

ラ
ー
イ
ト
及
び

f

キ
サ
イ
ト
等
ょ
りI

さ
れ
る
◊
前
者
は
グ 

リ

.
-
ン

ラ

ン

ト

ki

岸

ょ

れ

産

出

さ

れ

る

が

比

較

的

.
^
量

で

あ

り

後

者

が

ア

ル

ミ

，
一

ク

ム

原

料

と

し

て

重

要

視

さ

れ

る 

ボ
I
キ
す
イ
ト
I

出
高
に
就
て
は
ま
た
る
生
產
國
は
佛
蘭
西S

り
、-
北
米
合
衆
國
、\

ン
ガ
リ
I
、
T

ゴ
！
ス
ラ
ダ
ィ
ケ
、
 

タ
太
^
?等̂
が
之
に
次
ぎ
、
植
民
地
領
域
と
じ
て
は
英
鎮
ポ
ア
ナ
及
蘭
鎮
ギ
ア
ナ
に
ま
稗
度
の
産
出
を
見
る
。

.

f

も

ボ

ふ

サ

イ

ト

或

は

ク

リ

ヲ

ラ

イ

ト

か

ら

.の
ア

ル

-
ミ

 
一
！
ゥ

ムi

は

通

常

農

な

電

力

資

源

の

あ

る

所

に

行

は

.

e

易

く

歇

洲 

で

は

獨

逸

佛

蘭

西

、
英

本

國

、

俊

太

利

，i
f

咸

等

を

ま

，と

し

、

米

國

，で

は

力

ナ

グ

及

'び
合

衆

國

を

中

心

と

す

る

。

！

九

三

四

及

'K
三 

五

年

に

於

け

る 
1各
國

の

ア

ル

ミ

！一
 
ク

ム

生

産

高

を

示

サ

ぱ

左

あ

の

如

く

で

あ

る

ヴ

J

テ
，P. 

2
0
1
)
0

(
i

1934

37

1935

7115.1
9  S  

M ' 霞.

S
3
4

13

1935

21.8

a>

そ1933

11.7

4

i

i

*

 

 ̂
H

I

ゆ

it

20,6

259.2

〔

ク
>

1
ム
w

糖
々
の
合
金
及
び
被
せ
にf
f
l
.
ひ
ら
れ
る
が
、
近
時
其
の
用
涂
を
捨
し
綱
製
余
庫
、
甲
鐵
板
、
或
は
錯
止
鋼
鐵
の
製
遭 

原
料
と
な
る
。
其
の
，生
産
は
世

2
^

的
に
分
散
し
て
ゐ
る
が
近
年
に
於
け
る.土
.耳古

：：

の
進
，m
が
注
目
に
慣
す
，る
。
主
た
る
産
出
國
は
、
蘇 

聯
.，
土
耳
古
、
南
口
ー
デ
シ
ヤ
、
南
阿
聯
邦
、•キ

1

バ

、

佛
領
一
一
ユ
i

•

力
.レ
ド1!

ア
等
：で
あ
り
、
此
の
中
、南
口
ア
シ
ャ
は
英
顿 

植
民
地
で
は
あ
る
が
，自
治
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
力
、
純
释
，の
植
民
地
領
、域
と
し
て
は
前
記
の
！

I

ユ
‘1

•
力
レ
：
ド
ー
一
.

ア
の
み
で
あ
る
。

〔

マ
ン
ガ
ン〕

，
特
殊
銅
製
趙
原
料
と
し
て®
耍
で
，あ
り
、
最
近
需
要
の
著
し
い
檢
大
を
見
る
。
獨
立
國
と
し
て
は
蘇
聯
が
®
倒
的
多 

量
を
.産
出
し
、
北
米
合
衆
國
、
獨
逸
が
之
に
次
ぎ
更
に
印
虔
に
も
相
常
量
を
産
出
し
純
粹
な
る
植
民
地
領
域
と
し
て
は
英
領
ゴ
ー
ル
ド
， 

コ
ー
,ス
ト
が
其
の
大
な
る
輸
出
高

(

.表
參
照)

よ
り
し
て
相
當
多
置
の
生
産
高
を
：有
す
る
事
が
推
知
せ
ら
れ
、
植
民
地
原
料
資
源
が
重
要 

意
義
を
保
持
す
る
二
つ
の
場
合
と
睛

0

得
る
0

.〔
11

ッ
ケ
ル〕

：

ッ
ケ
ル
は
腐
靓
に
，對
す
る
抵
抗
力
强
大
な
る
所
：か
ら
其
の
利
用
偵
值
も
多
く
自
動
車
工
業
或
は
最
近
で
は
特
に
軍 

需
用
に
盛
ん
に
需
要
せ
ら
れ
る
。

n

グ
ケ
ル
生
産
の
統
計
は
稍
不
完
全
で
あ
る
が
力
ナ
ダ
が
，壓
倒
的
優
位
に

在

ね

、

植
民
地
領
域
と
し 

て

は

佛
領n

ユ.
1

•
力
レ
ド

.11

T
に
稍
産
出
せ
ら
る
。‘而
も
：

r

ッ
ケ
ル
鎮
は
多
く
其
の
産
地
で
精
製
せ
ら
れ
る
の
で
、
此
の
點
よ
り
力
チ 

ダ
は
準
獨
は
的
地
位
を
占
め
る
事
と
な
り
、
最
近
の
如
く
軍
事
的
目
的
へ
の
利
用
增
大
の
析
柄
注
意
す
べ
き
現
象
を
里
す
る

0 

〔

水
銀〕

：i
U

の
料
擧
器
具
に
用
ひ
ら
れ
る
外
、
他
金
屬
と
の
合
金
に
，よ
り
ア
，マ
ル
ガ
ム
製
填
の
原
料
と
な
る
？
其
の
主
耍
産
國
は 

ス
ペ
ィ
ン
，及
.北
米
合
衆
國
、
ィ
ク
：リ
ー
等
で
あ
り
、
植
民
地
鎮
：域
に
は
.殆
ん
.ど
産
出
せ
ら
れ
な5
0

植
民
地.

i

資
禅1

題
に
關
，す
る1

奪
察 

.

七

九

(

.

セ
八
九〕



植
民
：地
原
料
資
源
.問
題
に
駒
す

る
！：

考
察 

V
- 

.

‘ 

0プ
ラ
チ
ナ
善
プ
：ラ
チ
ナ
屬.の
金
S

先
づ
ビ
^
^
^

i

ア
、l

i

l

i

f

 

i

i

l

?

.

レ
ヲ

.

S

K
ラ
す
屬
の
余
屬
と
し
て
化
學
用i

球
線
s

ひ
：
ら

れ

る

イ

リ

ま

：
ム

合
衆
l

i

洲
に
於
て
I

せ
ら
れ
r

.
5 

;

l
余
i

被
せ
に
用
ひ
ら
れ
る
パ
 

ーi

ム
^

^

^

^

北̂
米
^

^

國

に

き
I

出
I

る
。.，
而

し

て>

g
も
植
民
i

域
に
於
て
は
見
る
べ
きI

l

k

 

Q
 :

.

,

,

;
C

其
他
の
小
I

〕
其
他
の
物
に
辟
て
見
る
な
ら
ば
、
光
づI

用
と
な
i

f

の
和
硫
用
と
な
る
ア
ン
チ
モ
-
，
は
主
と
し
て

支
即
ボ
リ
ゲ
イ
ア
、
メ
キ
シ

n

等
に
産
出
さ
れ
、
植
民
地
領
域
と
し
て
は
佛
鎮
モ
P
ッn

に
小
I

生
産
が
見
：出
さ
れ
る
？

‘
iい
b

グ
ー
I

ノ
其
他
合
f

原
料
と
I

カ
ド
、、>ゥ

み

ほ

柴

合
^

シ
コ
を
主
耍
産
地
と
，し
、
英
鎭
南
西
ァ
フ.リ
カ
：
^
. 

植
民
地
.領
域
の
爲
め
僅
に
氣
を
吐
く
に
止
る
。

コ
バ
ル
ト
。
之
は
I

其
他
颜
料
と
な
る
が
、
：其
の
主i

地
は
北
r

デ
シ
ヤ
、
I

モ
ロ
ッ
コ
、
白

f

.

ン

ゴ

1

等
の
I

ほ 

顧
域
を
主
と
し
、
カ
ナ
ダ
及
び
印
度
が之
に
次
ぐ0
 

. 

命

，

き

银

ょ

に

I

I

I

 

f

 
め
f

 
シ
コ
、

I

産

ン

。5

ム
。
濃
i

i

s
し
て
燃
f

る
の
i

時Q

信
號
f

し
て
i

さ
れ
る
.
S

本
國
に
殆
f

.

獨
占
的
に
生 

ソ
リ
ウ
ム
。i

マ
ン
ト
ル
或
i

i

に
用
ひ
ら
れ
、
印
度
にi

的
多
1

出
せ
ら
れ
る
。
’

.

チ
ィ
タn

ヶ
ム
？
煙
幕
の
原
料
と
な
る
の
で
戰
時

ini

的
の
.爲
絲
々
重
要
視
さ
れ
る

0
,

主
耍
産
國
は
印
虔
及
諾
咸で
あ
り
、
佛
領
セ
ネ 

ガ
ル
、
英
化
マ
レ
ー
に
稍
産
出
さ
れ
る
。

 

.

タ
ン
グ
ス
チ
ン
。
電
球
線
と
し
て
廣
く
利
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
す
.鐵
及
ニ
！0

%
の
ク
ロ
ー
ム
と
の
合
金
に
よ
り
、
非
欺
に
硬
い
鍋
を 

製
造
す
る
に
用
ひ
ら
れ
る
。
印
庶
及
支
那
に
多
く
生
産
さ
れ
る
が
、
其
他
英
領

.マ
レ
ー
に
可
成
り.の
量
を
、
佛
鎮
印
度
支
那
に
小
量
を 

産
出
す
る
。

.

,

ダ

ケ

ナ

デ

ユ

ー

ム
。
織

或

は

ク

1<
ム
と
合
金
に.
て

矢

張

硬

銅

裂

造

に

用

ひ

ら

れ

る
0
之
は
ぺ
ル.
1

及
び
英
領
南
西
ア

フ
リ

カ
に
多 

量

産

出

さ

れ

、

又

北

ロ

ー

デ

シ

ヤ

に

も

出

る
0, 

.

其
力
他
蒼
鋭
。
ラ
デ
ゥ
ム
、
ク
ラ
ミ
ク
ム
等
が
あ
る
が
、
白
傲
コ
ン
ゴ
ー
に
ラ
デ
ク
ム
の
可
成
り

-大
な
.る
生
産
が
行
は
れ
る.外
、
他. 

は
植
民
地
領
域
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

以
上
に
於
て
見
る
如
く
、
，小
金
鳳
の
中
で
植
民
地
値
の
生
産
が
問
題
と
な
る
の
は
、

コ
バ
ル
ト
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
ヴ
ア
ナ
，チュ

.
1 

ム
及
び
'ラ
デ
ゥ
ム
等
數
種
の
も
の
に
過
ぎ
す0
.其
他
は
何
れ
も
自
洽
國
乃
至
は
非
植
民
地
領
域
に
於
て
産
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

ニ
、
非
金
屬
性
鎭s

i
(

第
二
表
參
'照)

：
V

.

.

〔

右
炭〕

お
炭
は
現
在
依
然
と
し
て.機
械
力
、
化
學
力
の
最
重
耍
源
泉
，で
あ
る
：と
言
ひ
得
る
0
,而
し
て
石
油
に
，比
し
て
次
の
點
で

，4

 

ひ
便
利
で
あ
る
と
考
へ
：ら
れ
る0
.即
ち
，
‘

(
一)

f

の
場
所
に
存
在
し.石
油
に
比
し
！
般
に
大
規
模
：工
業
の
：中
心
地
に
近
レ

0

V

一
 一)

あ
が
に
，比
し
獲
得
し
易
い
場
所t
而
か
も
多
置
に
存
在
す
る0
斯
く
坡
織
量
の
豊
富
な
る
事
は
更
に
將
來
へ
の
發
展
を
約
す

も

の

で

あ

る
。；-
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問
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植
民
地
原
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問
題
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す
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考
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八
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(

.

七
九
6

’
最
近
に
於
け
る
主
耍
産
國
.は
北
米
合
衆
國
，.獨
逸
、
英
本
國
、
鶴
聯
、
"
俳蘭
西
或
は
滿
洲
を
含
め
て
の日
本
等
で
あ
り
其
他
多
く
の 

歐
洲
睹
國
に
產
出
せ
ら
ル
る0 

^
而
か
も
石
炭S

藏
量
誉
富
な
か
と
言
は
れ
る
北
米
合
衆
國> 
力
ナ
ダ
、
英
本
國
、
及
び
獨
逸
の
园
國
の
生 

産
高
合
計
が
#
界
總
生
塵
高中
に
於
て
占
む
る
'割
合
ゆ一,:

九
..

一
1

ニ
年
に
招
，'
%、.一

.
九

三

五

年

に

六

九

•
六
％
と
計
算
せ
ら
れ
る
0
斯
く
て 

大
體
に
於
て
重
要
なH

業
的
活
動
を
有
す
る
殆
ん
ど
凡
て.の
國
が
お
炭
に
は
不
自
由
を
し
れ
い狀
態
に
在
る
0
唯
此
の
場
合
著
し
い
例 

外
を
成
す
の
は
餅
太
利
で
あ
り
、
同
國
は
極
小
量
を
生
産
や
る
.に
過
ぎ
す
其
の
蒙
る
困
難
大
で
あ
る
。
更
に
又
植
民
地
領
域
ょ
り
の 

生
産
も
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
な
い
の
が
現
狀
で
あ
る
0
/

〔

石
油〕

燃
料
と
し
て
の
石
油
の
重
耍
性
に
象
て
は
今
更
多
言
を
耍
レ

-な
レ
が
、
近
時
に
於
け
る
其
の
®
出
量
.も
實
に
躍
進
的
な
も 

の
が
あ
る
。I

例
を
示
せ
ぱ
世
界
總
生
産
高
.の
增
大は*

:
/
:
'
:
Z 

: 

,

.
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1
S
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9
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5
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§
 

1
9
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S
 

1
4
8

 

1
9
7

 

2
2
6

 

の
如
き
數
.宇
を
以
て
示
さ
れ
る(ibid, 

p
.

 

2
2
1
)OJ

然
し
、
石
油
に
關
し
て
は
其
の
型
蔵
量
が
厘
々
問
題
と
せ
ら
れ
、
例
へ
ぱ
現
在
迄
に
行
は
れ
た
幾
つ
か
の
調
森
に
依
る
と
、

琴

路

.
錄 

脑韻
：！
： 

1935

袖
漆3
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策

r
,

 

诛
浪
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3,495 
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0
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の
如
く
で
あ
り
、
何
れ
に
し
て
も
現
お
知
れ
る
範
園
の
油
田
を
か
て
•し
て
は
將
张
性
に
乏
し
い
事
が
觀
れ
せ
ら
化
る
。
最
近
に
於
て
の

産
出
高
に
關
し
て
は
、
表
に
'示
さ
れ
る
通
り
北
米
合
衆
國
が
斷
然
拔
き
.出
て
を
り
蘇
聯

-

グ
エ
ネ
ズ
ラ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
等
が
繊
に
之
に 

續
く
0

植
民
地
領
域
ょ
り
の
生
産
と
し
て
は
蘭
镇
東
印
度
、
英
領
ト
リ
ュ
グ
ッ
：、ド
、
英
僻
サ
ラ
ヮ
ク
等
が
擧
げ
ら
れ
.る
が
其
の
額
は
左 

程
大
で
な
い
？ 

‘ 

.

:

: 

:
〔

石
棉〕

柔
軟
性
及
不
燃
燒
性
に
富
むと
云
ふ
其
の
特
質
ょ
りし
て
丽
火
用
の
目
的
に
重
用
せ
ら
れ
る
が
、
更
にボ
イ
ラ
i

バ
イ
プ

或
は
ス

.

テ
イ
J
.
ム•

シ
リ
ン
ダ
ー
等
の.

力
ダ
ァ
ー
に
用
ひ
ら
れ
、
又®

々
軍
事
的
目
的
に
も
應
用
せ
ら
れ
る
。
其
の
産
出
高
に
就
て
は
力

ナ
ダ
及
び
蘇
聯
が
優
位
を
占
む
る
が
英
領
南
口
，

L

K

シ
ヤ(

其
の
自
治
的
傾
向
に
就
て'は
旣
述
す)

と
英
鎮
サ
イ
プ
ラ
ス
も
小
量
乍
ら
產 

出
す
る
。

〔

腫〕

人
間
の
食
料
必
需
品
と
し
て
不
可
缺
で
あ
る
が
更
に
化
學
用
に
も
大
い
に
利
用
せ
ら
れ
る
。
其
の
生
産
方
法
に
關
し
て
は 

(

一)

下
壊
ょ
り
の
採
掘
、

(

二)

摩
水
湖
ょ
り
0
.採
取
、(

三)

海
水
ょ
り
の
採
取
等
種
々
あ
る
が
、
又
そ
れ
丈
け
に
.世
界
的
に
：廣
く
産
出 

せ
ら
れ
、
表
に
も
示
す
如
く
各
地
に
相
當
豊
富
に
存
す
。
從
つ
て
特
に
植
思
地
領
域
と
し
て
は
間
題
と
な
ら
ぬ
。
唯
、
磨
の
生
産
に
關 

し
て
は
®

々
國
家
の
尊
賣
事
業
と
し
て
經
營さ
れ
る
黙
に
特
殊
性
が
あ
る
。
.

〔

纖
物
赏
肥
料〕

共
の
利
用
は
.漸
次
普
.及
を
見
つ
&
あ
る
が
現
を
主
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
も
め
は
下
記
の
四
種
で
：あ
る
。

「

石
灰」

纖
物
質
の
肥
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
散
在
す
る
爲
め
統
針
が
充
分
で
な
レ
の
で
省
略
す
る
い 

「

憐」

之
に
は(

一
)

自
然
産g

鎭

と

，

(

，1
一

)

鐵
生
産
の
副
産
物
と
し
て
生
す
る.
：basic sla

れ
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
獨
立
國 

と
し
て
ほ
北
米
合
衆
國
に
多
量
生
産
さ
れ
る
が
，
之
に
次
い
で
は
佛
顿
チ
ユ
ニ
ス
、
佛
廣
モ

'ロ
ッ
コ
、
禪
領
ア
ル
ゼ
リ
ア
等
に
夫
々
多
置 

見
出
さ
れ
、
更
に
之
に
次
ぐ
英
領
ナ
ク
ル

(

委
任
統
治
賴)

，の
'生
産
を
加
へ
て
、
植
民
地
値
域
が
斷
然
優
位
を
誇
る
生
産
物
の
一
を
成
す
。 

而
し
後
者
即
ち
.
*
*

basic 

t

-

.が
見
出
さ
れ
て
よ
り
，幾
分
其
の.地
位
に
變
動
を
來
し
た
事
は
止
む
を
得
な
レ
所
で
あ
り
、
後
者
は 

植
民
地
原
料
資
源
問
題
に
闕
す
る

j

考
察
. 
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す
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八
四

，

(

七 

當
然
自
然
産
爐
纖
に
乏
じ
：ぢ
業
國
た
る
獨
逸
、
フ
ラ
シ
ス
、
：ペ
ル
ギ
ー
等
に
主
と

.し
；て
生
産
を
ら
ル
る

0 

.

-
ま
素
し
從
來
崇
素

肥

料

ま

リ
1
及
び
ペ
ル
1
を
主U

地
と
レ
て
、
鳥
S

は
智
利
撒
石
の
：形
で
與
へ
ら
れ.て
ゐ
た
。
時
に
智
刻 

摘
石
は
.四
十
®

i

迄
ホ
火
藥
用
と
し
て
も
重
耍
で
あ
っ
た
0

然
し
火
藥
用
と
し
て
はダ
イ

ナ

マ

イ

ト

の

發
明
以

來

、

又

ヒ

用
E
料
巧 

と
し
て
は
人
造
®
:素
の
發
明
以
來
上
述
の
ニ
種
共
其
の
意
，靠
を
大
い

に
滅
す
る
に
至
っ
て
ゐ.る
。
植
民
地
傲
域
と
し
て
は英
飢

セ
ー

シ 

エ
ル
諸
鳥
に
黨
が
小.量
見
出
さ
れ
る
：の
み
で
あ
：る
。

、

力
里」

.̂±
4

•の
生
産
に
就
.て
は
準
獨
占
ヵ
行
は
れ
獨
逸
か
腰
個
的
に
他
を
凍
！
^
,し
.て
ゐ
る
0
:
.
大
戰
，前
运
は
獨
逸
は
ロ
ん
ど

in

勺
也

位

i

た

の

で
t

が

！
九

三

四

年

に

於

て

は

彿

蘭

西

と

北

米

合

衆

國

が

稍

摄

頭

を

見

せ

て

ゐ

る

。
植

民

地

鎮

域

と

し

て

は

全

然3
? 

題
と
な
ら
な
い
0 

- 

' 

,

〔

硫

黄〕

硫

黄

乃

至

は
i

化

合

物

は

化

學

工

業

に

と

り

：重
耍
で
あ
り
：、
之

ょ

り

製

造

さ

れ

る

硫

酸

は
f

劑

、

漂

白

劑

と

し

て

,
^
、 

の
'利
用

偵

値

大

で

あ

る

。

I
 

.

,

^
原
料
と
し
て
の
硫
黄
は
硫
黄
石

(brimstone)

及
び
黄
鐵
鎭
の
形
で
生
産
さ
れ
る
。
前
者
が
世
界
生
産
の
四
分
の

！

乃
至
は
三
分
の

I,

を
ホ
め
北
米
合
衆
國
を
主
と
し
て
、
银
太
利
、
，日
本
、
チ
.
V
I等
に
産
し
、
.後
者
は
世
界
各
地
に
産
化
さ
れ
る
が
ス
ぺ
イ
シ
が
首
使

に
在
.

C
s

日

本

H

感

癒

聯

ゆ

太

豹

等

が

之
.に
次
ぎ
植
民
地
領
域
と
し.’で
は
英
觸
サ
ネ
.プ
ラ
ス
島
を
擧
げ得
る
。

〔

其
他
の
鎭
産
觀〕 

, 

.:

:

:

‘
 

-

S

」

，
化
學
用
义
冶
金
用
の
原
料
と
さ
れ
る
が
主

i

國
が
日
本
、
獨
逸
等
の
所
謂

r

持
た
ざ
る
國」

で
あ
る
黯
に
特
に
注
意
を
惹
く
A

.

「

辟
貧
土」

爆
薬
の
必
耍
原
料
で
あ
り
、
北
米
合
衆
風
に
多
貴
を
産
す
る
の
外
佛
蘭
西
、
英
國
、

.日
本
、
.
漠
洲
等
に
見
出
さ
れ
义
サ 

鎮
ア
ル
ゼ
.リ
ア
は
相
當
.の
生
産
高
を
.示
す
0 ..

「

雲
母」

其
の
耐
火
性
と
不
良
導
體
た
る
事
ょ
り
し
て
種
々

1-1

業
用
と
な
る
が
：主
た
る
産
地
は
北
來
合
衆
國
、
印
度
、
南
阿
聯
邦
， 

ナ
，ダ
等
で
あ
る
。
植̂

地̂
領
城
と
し
て
は#
鎮
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
相
當&
、
英
領
夕
ン
ガ

1ー
 

イ
カ
及
、ぴ
南
ロ
ー
,チ
シ
ヤ
に
極
小
量
を 

産
出
す
る
。

. 

.

.
、
 

■
 

.

 

.
- 

,
.

- 

.

三
、
動
植
物
性
原
料
資
源

(

第
三
表
參照；}

,〔

穀
類X

麥
類
及
米)

先

づ

主

耍

國

に

於

け

，
る

載

1

の
生
産
高
に
就
て
，！

定
年
に
就
い
て
の
正
確
な
統
詠
を
得
る
事
は
中
々
.困
難 

で
あ
る
が
、
得
ら
れ
る
範
問
內
で
其
の
主
な
る
も
の
に
開
し
て
見
れ
ば
、

 

.

/(

i

小
麥
表
に
示
す
如
く
、
歐
米
主
耍
請
國
夫
.々に
可
成
り
の
額
を
産
し
特
に
蘇
聯
と
北
来
合
衆
國
に
於
て
著
大
.で
あ
る
。

而
し
て
試
み
に
大
險
別
の
生
産
比
卒
を
示
す
な
ら
ば
一
九
三
三
年
に
於
て
次
の
如
く
で
あ
る

(
&
i
d
,
p
,

 

5
6
)
0

0 

妻 

57,4

ベ 

T

 

T

 
養

11

参
 

笑 

2.5

欲 

T
5
;
* 
妻 

24.3

ネ

0

養

f

(

ロ)

ラ
イ
麥
歐
洲
に
於
け
る
ラ
イ
麥
の
需
嬰
は
相
當
大
で
あ
る
が
-之
に
應
じ
て
共
の
生
産
も
豐
富
で
あ
り
蘇
聯
は
遙
か
に
他
を 

凌
い
で
産
出
しV

獨
逸
，
波
蘭
が
之
に
次
ぐ
。,

,
: 

'

(

パ)

パ
レ
ー
麥
及
オ
ー
ト
麥
大
陸
別
に
見
て
前
者
に
於
て
は
歐
洲
、
後
者
に
於
て
は
歐
洲
と
米
大
陸
が
大
部
分
を
占
む
。

(
n

)

玉
蜀
泰
歐
来
に
於
け
る
玉
蜀
泰
の
利
用
も
大
で
あ
り
、
特
に
其
の
大
部
分
は
北
米
合
衆
國
及
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
於
て
生
産 

せ
ら
れ
る
。
歐
洲
に
於
て
は
ル
ー
マ
テ
ア
、

ユ
>

ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
主
要
産
國
で
あb
、
.ア
フ
リ
カ
で
は
南
阿
聯
邦
と
エ
デ
ブ
ト
に 

産
す
。
 

/

.

(

ホ)

米

米
に
就
て
特
に
問
題
と
な
ネ
の
は
ア
ジ
ア

.

で
あ
り
、
而
も
其
の
中
日
本
、
支
那
の
外
、
植
民
地
锁
域
た
る
英
領
マ
レ
ー
、 

植
民
地
原
料
資
源
問
題
に
關
す
る

.一

考
察
：

 

八

五

(

七
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冗
ン



:

植
民
地
原
料
i
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問
題
.に
闕
す
る
5

察 

.，八

ウ

(

七
九
六〕

セ
.ィ

ン
.、
蘭
領
印
度
、
佛
傲
印
庶
支
那
等
が
主
耍
産
を
形
成
す
る
。
；：
.
'
 

\
.、
，斯
く
て
見
る
如
く
来
以
外
の
主
要
食
料
原
科
に
就
ぃ
て
は
、
殆
ん
ど
各
國
が
植
§
.
鎮
肆
の
生
産
を
俟
つ
事
な
く
自
給
自
足
的
な
傾 

向
.を
有
.

J
、

又

相

商

Q
i

交
f
 
S

で
は
t

が
漸
次
減
§

傾
向
を
f

つ
、
|

。
例
へ
ぱ
S
Q

世
#
總

赁

f

見

て
も
次
の
數
字
ポ
现は
れ
る
ハi
, P. 
59
,

)

o 

• 

,
 

.

J 

-

1929 

\ 

1932 

1934 

1935

‘ 

0
S
0
^
0 

44 

■ 

43.2 

i
 

31,1 

ま

部

ご

各
種
食
料
に
就
て
各
國M
.の
輸
m
入
狀
態
を
i

す
る
餘
裕
を
持
た
な
ぃ
が
、
近
ハ
牛
に
於
け
る
顯
著
な
傾
向
と
し
て
英
國
を
例
を

し
て
獨
、
餅
、
#

に
於
ける
穀
物
輸
入
高
の
減
退
、
北
米
合
衆
園
の敦
物
輸
出
高
の.

減
退
を
擧
げ
得
る
。

...

〔
5^

後〕

本
搞
に
於V

食
ポ
の
多
く
は
除
外
せ
ら
れ
る
が
砂
糖
は
今
.日
必
需
品
で
ぁ
る
と
云
ふ
意
味
で
之
を
取
扱
も

0, 

布
砂
密
を

給

す

る

源€

水
は
之
を
；̂
#
泰

と

別

菜

大

根

の

二

種

に

分

ち

得

る

。.
前

者

は

從

來

；か

ら

の

も

の

.で

お

り

キ

ユ

_

バ

、

蘭

領.
印

度

-〈

ヮ

ィ
、
ア
メ
リ
カ
觸
ボ
ル
ト•
リ
コ
を
、

HI

耍
産
地
：と
す
る
に
對
し
、
後
者
は
比
較
的
新
し
く
獨
逸
に
發
見
せ
ら
、れ
、現
在
で
は
北
米
合
衆
國
、

?
聯̂

獨

逸

、
例
廣
西
英
國
等
に.主
と
し
て
栽
培
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
砂
擁
と
し
て
の
全
體
の
供
給
か
ら
見
れ
ぱ
獨

逸
、
蘇
路
.
佛

蘭
西
は
自
給
自
足
に
近
く
、
之
に
對
し
北
米
合
衆
國
は
做
不
充
分
で
ぁ
り
、
英
國
、

太
利
、
日
本
は
不
足
を
示
す
。

,
:
#民
，地
鎮
域
と
し
て
は
砂
赌
泰
に
就
て
前
述
の
蘭
印
、
ポ
ル
ト
•
リ
コ
が
意
義
を
有
つ
が
全
生
産
高
ょ
り
見
れ
ば
左
程
の
重
要
性
を
占 

め

る

に

，至

ら

な

い

0 

; 

. 

. 

-

〔

ゴ
ム〕

I

単
タ
イ
ヤ
、
陈
水
用
其
他
揮
々
の
，，用
途
に
向
つ
て
ゴ
ム
の
使
用
は
過
去

g

十
年
間
著
し
い
墙
大
を見
せ
、
尙
今
後
も

よ
り
.以
上
の
發
楓
が
银
明
せ‘ら
れ
て
ゐ
る
。

.

始
め
ゴ
ム
は
、
プ
ラ
ジル
、

コ
ン
ゴ
ー
等
の
熱
帶
地
方
に
産
出
せ
ら
れ

1

九0
0

ギ
頃
迄
は
，熱
帶
地
方
へ
め
植1 化
活
動
の
有
力
な
要

因
で
あ
つ
た
が
、
其
後
ア
フ
リ
カ
植
民
地‘に
於
て
の
ゴ
ム
栽
培
は
充
分
の
効
梁
を
擧
げ
得
す
、
哪
っ
て
ア
ジ
ア
の
マ
レ
ー
弗
島
、
蘭
鎮

印
度
、
セ
ィ
ロ
ン
、
印
度
等
に
盛
ん
に
行
は
れ
る
.に
至
っ
た
も
の
：で
あ
る
。
其
，の
世
探
總
生
産
高
は

I

九
一
三
た
牛
よ
り
一
九

一
二
四
ギ
に

至
るm

十
年
能
り
の
間
に八
倍
に
達
し
た
と
稱
せ
ら
る
。
斯
く
短/ル
月
間
に
大
な
る
發
展
を
齋
し
た
原
因
と
し
て
、
我
々
は
第
一
に
世

界
大
：戰
に
よ
り
惹M起
さ
れ
た
ゴ
ム
の
消
費
量
の
激
增
に
伴
ふ
價
格
騰
貴
と
、
第
二
に
大
戰
後
の
不
況
時
代
の
ゴ
ム
の
需
要
減
退
對
應
策

と
し
て
の
一
九
二A
年
の
ス
チ
ィ
ー
プ
ン
ソ
ン
案
に
よ
る
慣
格
シ
上
の
影
響
を
考
ぺ
得
る
。

而
し
て
第
二
の
場
合
に
は
ゴ.ム
園
の
資
本
家
的
經
營
の
墻
大

を
！
！

ら
し
、
第
二
の
場
合
に
も
亦
相
當
の
實
踏
を
擧
げ
得
た
が
、
.價
格

引
上
ほ
最
大
顧
客
た
る
北
米
合
衆
國
に
於
て
代
用
品
の
使
用
を
盛
大
な
ら
し
め
、
又
同
案
中
に
蘭
印
を
舍
め
な
か
っ
た
事
が
災
し
て
同

地
方
の
栽
培
を
刺
戟
す
る
事
とな
り
、
同

，案

は

失

敗

と

な

っ

て

一

九

一

一

<

年
に
中±

.3

た
。
.而
も
更
に
世
报
恐
慌
を
通
じ
て
ゴ
ム
の
價

格
は
著
し
く
低
下
し
た
る
货

，一

九
三
四
年
今
度
は
蘭
印
を
含
め
て
の
新
制
服
案
を
蹄
結
し
た
。
然
し
鬼
に
角
最
近
に
於
け
る
蘭
印
の
進

出
は
目
覺
し
く
英
領
マ
レI

に
次
い
で
他
樣
第
！

一

に
在
り
、
第
三
位
は
英
領
ヤ
ィ
：ロ
ン
、
第
四
位
は
英
領
ボ
ル
ネ
オ
が
，占
め
る
。
斯
く

ゴ
ム
生
産
に
就
い
て
植
地

.領
域
の
占
む
る
意
義
は
，絕
對
的
の
も
の
で
あ
り
、
錫
と
共
に
植
民
地
生
産
物
の
，双
壁
と
云
は
れ
る
。
蓋
し

植
民
地
と
非
植
民
地
の
生
，商
高
比
較
は
次
の
如
く
で
あ
る

(ibid. 
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逾
地
原
料
ま
源
問
題
に
關
す
る
！考
察

- 

八

A 

、
七
九
ノ

〔
植
物
油〕

植
民
地
生
産
の
：原
料
資
源
と
し
-て
可
成
り
の
重
要
性
を
示
す

も

の

に

5

の

i

油
が
I

 

I

 

J

 

.

は

近

年

冗
i

s

、
i

i

代
f

 

i

i

|

、
賈

、
ワ

_ー
 

§

1

に
用
ひ
ら
れ
る
。
而
し
て
之I

l

f

な
I

f

- 

i

l

i

i

i

f

 
て 

l

i

'

l

t

 
れ
る
。

i

i
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次

,
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嫩 

U
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ゆ 
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鶴
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薛
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1
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S6
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哲
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霞

辞

斗

7

7
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1

1

 

だ

SS 

so 

100 

I
 

^

<
白
"
還

、
霞

l

i

i

i

s

i

r觸|

て

ン

盟
i

す

畫

.

i

、
I

池
は
ア
フ
リ
カ
植
民
地
及
びi

ロ
度
.

> 

リ
カ
に
於
け
る
植
民
地> 
落
花
生
は
ア
フ
リ
カ
植 

大
瓶
は
i

 

i

.、
r

、
ホ
1
地

ま

度

力

主

要
I

で
あ
り
、
之
に
對
し
てI

は
北
南
米
大
陸
、
大
豆
は
日
本

(

滿
州)

、 

f

益

t

一
大
P

:
ア
r

l
ン
は
南
米
、
菜
種
と
胡
麻
は
ア
ジ
ア
を
中
心
と.す
る
。

，
 

满

し

國

■

の
-

!

?
 

i

!

力
産
、

i

 H
:
?

ト
i

l

る
。

i

1
し
て
！

i

 

.

I

fフ
ト
i

l

l

、
i

l

i

i

i

し
く
、
ゾ
ラ
ジ
ル"

"

那
も
新
與
生
産
地
と
し
て
算
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ぱ

1

九111

五
年
に
於
け
る
其
の
生
産
比.策
は
次
の
如
く
で
あ
る

(ibid, p. 
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ギ
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0

15

ベ

(

ぜ

昏

モ

マ

ふ

る

：

'

然
し
植
民
地
生
産
に
關
し
て
は
殆
ん
ど
問
®

と
な
ら
す
ニ
九
ニ
五|

ニ
九
年
の
生
産
高
比
率
に
於
て.，̂̂
僅

に

j 

• I

一
ダ
を
は
め
た
に 

ま
る
® 

. 

:

〔

其
他
の
繊
維
性
原
料〕

.
其
他
繊
維
性
の
原
料
と
し
て
亞
麻
、
大
麻
、
細
、
黄
麻

マ
，1

一
ラ
ヘ
ン
プ
等
が
あ
る
が
、
是
等
の
中
、
絡
を 

除
い
て
は
共
の
生
産
は
；地
理
的
に
集
中
せ
ら
れ
、
亜
麻
は
蘇
聯
、

麻
は
蘇
聯
と
ィ
ク
リ
！
に
大
部
分
を
産
し
、
黄
麻
の
如
き
は
印
度 

.ザ
殆
ん
ど
獨
占
的
地
位
を
ポ
め
、
又
マ
ニ
ラ
へ
ン
プ
は
比
律
賓
の
獨
お
的
生
産
物
で
あ
る
、
觸
は
生
産
地
は
稍
分
散
す
る
も
日
本
が
壓 

倒
的
優
位
に
あ
る
。
 

‘ 

，

〔

羊
毛〕

羊
毛
も
棉
花
.
と
共
に
ぶ
耍
資
源
のI

で
あ
り
其
の
生
産
地
は
廣
饥
に
分
布
す
る
。
其
の
中
特
に
有
力
な
の
は
北
米

合
衆
國
、
 

接
洲
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ま
那
，
蘇
聯

*

印
度
.、
ク
ル
グ
ア
ィ
等
で
あ
り
、
獨
逸
、
佛
蘭
西
、
餅
太
利
、
日
本
等
の
譜
國
に
非
常
に
不 

足
し
プ
ゐ
る
點
で
常
に國
際
的
，原
料
資
源
獲
得
戰
の
對
.象
と
せ
ら
れ
る
。

其
の
植
民
地
生
産
は
小
量
に過
ぎ

すj

九
三
三
年
に
僅
か
七 

と
計
算
せ
ら
れ
る
。

.〔

木
村〕

木
村
に就

：，S

て
の
続
計
、
即
ち
森
林
或
は
村
木
の
生
：產
消
費
の
統
計
.は
正
確
に
は
得
難
く
從
つ
て
又
不
充
分
で
あ
る
。
殊 

に
木
林
に
就
て
は
各
國
に
ょ
る
輪
，出
.入
に
特
徴
が
見
ら
れ
、
例
へ
ぱ
カ
ナ
ダ
、
北
米
合
衆
國
、
，蘇
聯
及
び
芬
蘭
等
は
大
な
る
輸
出
國
で 

あ
る
が
、
其
の
中
北
來
合
衆
國
の
輸
出
高
は
其
の
，生
産
高
の

1

部
に
過
ぎ
ぬ
に
反
し
、
芬
蘭
で
は.大
部
分
が
輸
出
さ
れ
，る
。

.又
之
に
對
し
英
國
、
觸
逸
大
な
る
輸
入
國
を
形
成
す
る
。
而
レ
て

.木
材
の
.生
産
國
と
しV:

見
れ
ば
矢
張
り
輸
出
懐
た
る
蘇
聯
、
力 

値
民
地
'原i

：

養
：源
W

題
，
に

關

す

る

I
f
祭

- 

八

九

(

七
九
九

)

I
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九
D 

(

\
:
o
o

) 

ナ
ダ
、.
北
来
合
衆
國
、
芬
蘭
傳

：

が
中
心
と
な
；り
，

：

植
民
地
翁
域
；に
就
：て
せ
統
計
；が
不
充
分
で
不
明
確
で
あ
る
6 

,

.
C

木
村
パ
ル
プ
ソ：

ル
プ
，i

耍
は
最
，i

タ
稽
大
傾
向
に
あ
り
、：
而
か
も

H

業S

過
f

經
る
丈
け
.に
き
し
て
工
業
國
に
生
産 

せ
.を

、
，鍋
逸
は
全
然
其
の
原
料
を
輸
入
に
仰
ぎ
、；
北
米
合
象
國
も
亦

X

ル
プ
原
料
.に
就
；て
は
輸
入
：に
依
存
す
る0
:其
：の
生
産
は前

！；P

 

ニ
國
り
外
力
.ナ
ダ
、
瑞
典
.、
芬
歸
に
盛
ん
で
あ
み
：
植.民
地
領
域
は
.間
菌
と
な
ら
な
いP
. 

:

' 

"
ン

ョ

.ン〕
:
現
在
に
於
て
レ
ィ
ョ
ン
の
原
料
と
な
：る
も
の
は
木
村
と
棉
花
で
.あ
り
、
レ
ィ
P
ン
利
用
の
響
な
樣
大と
、
共
に
繊
維 

H

業
9

1

大

革

命

が

豫

想

せ

ら

'れ

て
，ゐ
.る
。
世
界
生
産
高
の
增
大
倾
向
を
示
せ.，ぱ(

g
f
p
. 

2
5
9
)

i

 

i

 

I

 

1934 

1935

て
乂 

3

 

K 

W

膊
撒

It

挪
ホ
嚼

：

到 

な 
65,5 . 

: 

442,4: 

795.4 

1017.6 

.

，め

如

く

で

あ

り

、
.

最
近
に
於
け
る
主
耍
廣
國
は
北
米
合
衆
國
、
日
本
、
英
國
等
で
あ
る
。
而
し
て
植
提
地
領
域
に
は
、
何
等
見
る
べ
き 

生
産
は
行
は
れ
.て
ゐ
な
s
o
: 

,

三

「

持
て
る
國
Iと
1持
た
ざ
る
國」

の
實
證
的
解
明
並
に
植
民
地
生
産
原
料資
源
の
意Jis

is

節
に
於
て
吾
人
は
國
際
的
關
.心
の
ま
象
と
な
れ
る
原
料
資
源
を
概
括
的
に

'

(
.
1
)

金

屬

性

霊

物

、(

ニ)

非

金

霞

性
！！

産

物

、

(

ニ.

I.) 

動
植
物
#
！原
料
資
源

Q

三
項
目
に
大
別
し
、
夫

Q々

f
下
に
於
て
i

と
な
る
各
個
Q

S
に
就
t
■

を
行
ひ
、

一.、
原
料
資
源
の
國
際
的
分
布
上
に
於
て
夫
々
の
原
料
資
源
が
占
め
る
意
義
を
明
か
に
す
る
と
共
に
近
年
に
於
け

る

其
の
生
産
額
ょ 

り

し

て

、王

と

し

て

資

本

主

義

的

^
^

强
譜
國
間
に
於
け
る
其
ひ
分
布
狀
態
を
知
る
事
に
依
つ
て
所
謂
1持
て
る
國」

と

r

持

ざ
 

る
國」

と
の
.
S

關
係
を
實
證
的
に
分
析
せ
ん
事
を

g

み

、

併

せ

て

.，

'
.ニ
.ン
失
々
の
原
料
資
源
に
就
て
植
民
地S

生
產
の
割
合
を
知
る
事
に
よ
つ
て
植
民
地S

原
料
資
源
の
意
義
を
指.示
す
る
材
料
を

.展
開
し
來
ウ
た
。
 

.

其
處
で
、
先
づ「

持
て
る
國」

と「

持
た
ざ
る
國J

と
の
對
’立
關
係
の
實
證
的
分
析
に
就
て
叙
ト
：の
材
料
ょ
り
概
括
を
行
ふ
な
ら
ば
、
第 

一
に
注
意
を
惹
く
も
の
は

「

持
て
る
國J

の1

た
る
北
米
合
衆
國
の
獨
立
國
，と
し
て‘の
壓
倒
的
優
越
な
地
位
で
あ
る
。

，

:::〔

北
米
合
衆
國〕

' 

:'

. 

• 

, 

.

‘先
づ
第1

項
目
た
る
金
属
性
纖
產.物
中
に
於
て
同
國
は
鐵.(

鐵
鎭
、
鋭
鐵
及
び
銅
織

)

、
銅
、
錯
、
亜
錯
等
の
主
要
原
料
資
源
の
産
出 

高
：に
於
て
世
第
！位
を
占
め
、
更
に
金
銀
及
び
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

.
モ

リ

プ

ギ

ナ

，ム
，
の

如

き

.

金
屬
元
素
の
多
*
を
産
ず
。

次
，に
余
嵐
性
鎭
産
物
中
に
於
て
は
、
石
炭
、
石
油
、
.徵
纖
、
'硫
黄
、
：雲
母
又
は
藤
等
に
於
て
第
一
位
を
ボ
め
、
更
に
ポ
ー
キ
ザ
イ 

ト
、
：
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
の
多
置
を
産
す
。

更
に
第
三
項
目
中
に
於
て
は
、
棉
花
の
第
一
位
を
始
め
と
し
.て
羊
毛
、
，棉
實
、
木
村
パ
ル
プ
、
木
村
，の
生
産
高
は
甚
大
に
し
て
支
配 

的
な
も
の
セ
あ
り
、
又
食
料
に
就
て
も
小
麥
、
ラ
イ
麥
、
玉
蜀
黎
、
砂
術
黎
等
は
常
に
多
量
で
あ
り
其
他
多
く
の
食
料
を
供
給
す
る
。 

尙I
E

治
的
，傾
向
は
濃
厚
，で
あ
る
が
、
.じ
リ
ツ
ビ
シ
は
.コ
，プ
ラ
、

マ
 

一

I.,

ラ
，i

ン
プ
の
大
量
生
産
地
と
し
て
貢
献
す
る
所
大
で
あ
る
。

，而
し
て
其
の
反
面
に
於
て
北
米
合
衆
國
が
不
足
と
感
す
る
物
に
就
て
見
れ
ば
、
先
づ
旣
述
の
ゴ
ム
で
あ
り
、
其
他
マ
シ
ガ
ン
、
ク 

1

A 

>盤
、
ケ
ン
チ
.モn

1
、
タ
ン
グ
ス
チ
.ン>.

1
!

ツ
ケ
ル
、
ヴ
ァ

‘ナ
デ
ュ
ー
ム
、
石
墨
、
生
糸
、，
麻
類
の
欠
乏
大
で
あ
り
、
更
に
ボ 

，
キ
サ
イ
ト
、

マ
グ
ネ
サ
イ
ト
、
水
銀
、
.加
里
又
は
羊HP

等
の
供
給
に
於
て
不
充
分
で.あ
る
：0
:
.

斯
く
北
米
合
衆
國
は
猶
多
數
の
原
料
，資
源
に
不
足
を
：感
す
る
が
、
而
か
も
：工
業
の
根
本
的
要
素
た
る
重
要
品
即
ち
鐵
、
お
炭
、
石
油
、 

都
花
等
の
供
給
が
豐
富
な
る
點
で
世

5^

最
大
の
自
給
國
と
し
て

「

持
て
る
國
し
侧
の
代
表
的
孫
在
た
る
を
失
は
な
：

5
。

、.

〔

大
英
银
國〕 , 

: 

植
民
地
原
料
資
源
問
題
，に
湖
す
る

一

考

察

" 

九一
(

八
0
!〕



植
民
地
原
料
資
源

g

題
に
關
す
るI#

察 

、 

*
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九 
ニ 

(

八 

0 

5

成

ほ

!
い
し
て
i

帝
i

!

"

ぅ
。
i

f

 
^

I

し
た
。
而
し
i

其
i

领
I

I

し
|

(

本

國
|

地)

の

狀

勢

に 

ソ
1
、

そ
れ
は

$

し
も

I

と.

I

ひ
得
な
い
。I

其
の
.

|
に
英
本
國
は
石
炭̂
^
^

ひ

I

の
ス
ト
工
チ
ク
ムI

出
す
る
以
外
に
、‘左
i

を
；

ド
す
I

 

が

r
逸

r
をV

' 

i

i

 

也
ト
/ 

,
.
, 

V

夕

：‘5

を
多
貴
に
供
給
し.
.又
ナ
イ
ゼ
リ
ア
はi

s
第

一

楚

'

i

,

f

 

i

コ
バ
ル
ト
、
ゴ
i

f

ス
ト
の
マ
ン
ガ
シ
、
英
熟
ア
ナ
の

f

キ
サ

イ

ト

、

セ
イ
0 
i

墨
、

か

い

い

れ

れ

f
f

ク
ロ
i

t

i

供
給
も
充
分
と
な"
、
斯
く
て
英
本
國
は
植
民
地
及
委
任|

|

 

力
の

'ら

を

の

矣

i

K
け
#

I
有
利
な
事
情
に
あ
る
。
，然
か
も
尙
石
变I

等
に
於
て

充

分

と

®

.

.

.力

4

口
人
がI

度
目
を
轉
じ
て
其
の
自
治
飲
並
び
に
印
度
を
含
め

V

所
謂
大
英S

と
し
て
の
地
位‘に
考
へ
及
ぶ
な
ら̂
^

い

パ

す

る

.0

i

^

i
 

f

才
ッ
夕
i

s

來
、
i

の
自
i

i

f

至
は
i

地
S

或
は
委

4

て
あ
I

I

慮
す
る
な
ら
ば
、
大
英
帝2

體
と
し
て
g

极
ひ
こ
そ
意
I

:
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

に
|

|
は
"

^
、自
|

に
於
て
は
如
何
|

|

|

が
行
は
れ
る
か
"
之
は
i

l

l

て
も
明
ら
か
で
I

、
今
兹

. 

■ 

• 

.

「

カ
ナ
ダ」

|

自
治
劍
中
特
に
カ
ナ
ダ
は
其
の
自
治
的
傾
向
の
i

な
る
も
の
と
し
て
或
點
で
は
英
本
國
經
濟
と
の
相
刺
が

問

題

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今

は

一

應
大
英
プ：！

ツ
ク
の
効
嚴
を
是
認
す
る
と
し
て
カ
チ
グ
産
出
の
原
料
資
源
に
就

5

て
考
察
す
れ
ば
、 

カ
ナ
ダ
は
•？
ソ
ケ
ル
、
パ.ラ
デ
ナ
ム
、
プ
ラ
チ
ナ
類
金®
、
石
棉
等
の
生
産
に
於
て
世
探
第
，

一

位
、
亜
翰
、
木
村
、
金
に
於
て
第
！

一

位
、 

銅
に
於
て
第
三
位
、
激
に
於
て
第
四
你
に
あ
る
外
V
小
麥
、
砂
將
を
始
め
豐
富
な
食
料
を
供
給
し
誠
に
豊
饒
な
土
地
と
者
へ
ら
れ
る
。

.「

滚
洲J

滚
洲
は
羊
毛
に
於
て
世
探
第'

1

位
、
錯
に
於
て
第
二
位
、
亜
錯
に
於
て
第
三
位
の
生
産
地
で
あ
り
又
豐
富
な
食
料
産
地
で 

も
あ
る
。

又「

南
阿
聯
邦」

は
世
界
第
！
の
金
産
地
で
あ
る
と
共
に

「

新
西
蘭」

と
共
に
羊
毛
、
映g

等
を
産
出
す
？

「

印
度J

更
に
印
虔
は
货
麻
、
来'
落
花
生
、
胡
麻
，
菜
種.等
に
於
て
首
位
を
占
め
、

マ
ン
ガ
ン.、
棉
花
"
桃
油
等
に
於
て
第r

一
位 

を
ポ
め
る
。
其
他
ア
マ

11

ン
或
は
豐
富
.な
食
料
を
供
絵
し
、
實
に
カ
ナ
ダ
、
藻
洲
と
共
に
英
本
國
の
寶
庫
た
る
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
。

從
つ
て
、
之
等
の
自
治
領
及
印
虔
を
含
め
て
の
大
英
带
國
の
原
料
資
源
の
供
給
狀
態
は
非
常
に
豐
富
な
も
の
と
な
り

-
今

R
o
y
a
l

 

Institute 

o
f

 

.
 International 

A
f
f
a
i
r
s

の
調
森
に
從
へ
ぱ
世
界
主
要
原
料
資
源
の
總
生
産
高
中
大
英
ズ

ii

ツ
ク
の
占
む
る
割
合
は
次 

の
如
く
寞
大
な
比
率
を.示
ず
0 

2
九
三
三
年
乃
S

®
年
S
 

V 

' 

' 

;

,

♦ 

71

タ 

4
3
%

 

U
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 ̂5S 
欲 
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^

綴

—71

タ 

擊

42
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0 
- ̂
0 

U 
"
プ

ぐ

:
sダ

，

(R* I, of I. 

A., Raw. .Materials'and: COIOnres 19S5 

p. .23)
/

斯
く
て
大
英
带
國
と
し
て
考
察
す
る
場
合
に
は
共
の
地
位
は
遙
か
に
前
掲
の
北
来
を
衆
國
を
凌
ぐ
に
至
る
。
而
か
も
尙
> 

お
油
、
加 

里
、
ア
シ
チ
モ
>
1
、
水
銀
、
モ
リ
プ
デ
ナ
ム
、
錯
、
亜
麻
、
大
麻
、
マ 
ー

I

ラ•
へ
ン
プ
等
に.
於
て
は
不
足
し
、
更
に
糖
花
或
は
硫
黄
の 

植
ほ
地
，原
料
資
源
間
題
に

■
す
る
！
き
察 

九
，三 

< 
八PIID



V

圈

植
民
地
原
料

齋

源

問

題

に

圓
.す

る

一
,

者
察

(

八
O

S

..産
社
に
於
て
不
充
分
を
訳
へ
る
。但
し

石

油

は

ィ
ラ
ン
及
ィ
ラ
ク
に
於
け
る
英
國
政
府管
理

の

油

田

ょ

，̂

の

供
I

受

け

て

大

い

に

利
 

す
る
所

が

あ
る
.

N
 

•
.

以
上
f
如
く
北
？

霞

は

I
S
8
ま

暮

i
と
し
，て
、
.
I
は

ま

プ

ロ.

ッ.
,
1
國
と
し
て
ま

I
f
誇
る 

外
に
、
特
殊
の
雜
濟
組
織
の
下
に
自
給
自
足
的
傾
向
の
濃
厚
な.
國
と
し
て
*「

持
て
る
國
J.
t
地
位
を
保
時
す
る
も
の
に
次
こ
述
べ
る 

.
蘇
聯
が
あ
る
。

-

‘ 

：：， 

，

.

• ' 

.

,

「

ソ
グ

H

1
ト
聯
邦J

 

-

世

界

大

戰

後

に

き

る

第
一

次
•

第

！
一

次

五

ケ

年

計

晝

を

通

じ

て

蘇

聯

の

農

業

部

門

、
重

工

業
部

門

に

於

け

る

發,, 1̂

は
著

し

く

、

足

つ

て
又
そ
れ
は
國
內
原
料
資
源
の
熱
心
なI

を
必
然
な
らし
め

た

。

f

、
世

中
に

.
,
：

め

る

同

國

產

の

原

料

資

原

の

比

率

ら

 

次
の
如
き
增
大
傾
向
を
示
す.
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欲一
一

2
W
Q
わ

H

藥

7

タ

-
-2

7

ベ

.

敗 

A
%

—
-

1
1

ふ

斯
く
て
結
局
別
表
の
示
す
所
に
ょ
れ
ぱ
マ
ン
ガ
ン
、
夕

ロ
1

ム
、

'マ
グ
ネ
サ
イ
ト
、
麥

類(

小
麥
、
パ
レ
，及
び

オ
1

ト

き

麻

類 

大

麻

亜

麻

大

麻S
1
)

木
材
等
の
生
産
に
於
て
世
界
第

一

位
、
鐵
、
石
油
、
プ
ラ
チ
ナ
、
石
棉
、ア
マ

n

シ
、
金
、
ゆ
鎮等
に

谈
て 

世
界
第
二
位
を-H

I

め

る

。

而
し

尙

、

ゴ

ム

、

錯
、
鶴

，

ボ

ふ

サ

イ

ト

、
i
r

ツ
ケ
ル
、
夕
ン
グ
ス
チ
ン
：
ウ

テ

ナ

デ
r

ム

、
モ
リ
プ

デ

ナ 

ム

.
ア

ン

チ
モ
T

黄
麻
、

マn

ラ
，
へ

ン

プ

、

シ
サ
ル
麻
等
は
不
セ
原
料
と
し
て
外
國
よ
り
の
供

絵

に

俟
ち
、
又
銅
、
暴

、
ク
ロ

，
ム
、
お
墨
、
硫
黄•
木
村
で
，は
不
充
分
を
感
じ
て
ゐ
る
。

斯
<
不
足
，
不
充
分
の
原
料
資
源
も
可
成
り
存
す
る
が
、
重
耍
資
源
は

1

通
り
*

へ
て
ゐ
る
動
で
依
然

「

持
て
る
國J

の
優
位
を
誇
り

得
る
。- 

"

、

. 

•
.

.

 

, 

‘

「

フ
ラ
ン
ス

'」

.

英
國
に
.次
ぐ
世
界
鶴一

一
の
植
段
地.領
城
所
有
國
と
し
て
通
常

「

持
て
る
國
し
のI,

と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
.は
原
料
資
源
供
絵
狀 

態
の
み
よ
り
觀
察
す
る
と
必
す
し
も
豊
か
で
：

^
な
い
。
服
.ち
其
の
本
風
は
鐵
鎮
、
加
巢
、
ボー
キ
サ
ィ
ト
を
豐
富
に
産
出
し
、
，又
‘多
置
の 

‘亜
麻
を
生
産
す
る
が
、
他
に
は
左
程
優
位
な
生
産
物
を
有
た
す
又
1

地
镇
域
よ
り
の
供
絵
も
英
領
植
.民
地
に
比
し
て
著
し
く
劣
勢
で 

あ
る
。
唯
其
の
中
、
チrP

!

ス
、

モ
ロ
ッn
、

ア
ル
ゼ
リ
ア
産
の
憐
鎮
右
は
世
界
全
生
産
高
の
大
部
分
を
占
め
、
其
他
！ー
ユ
ー
•
カ
レ
ド 

n

ア
よ
4
:
^
t
^
.

ッ
ヶ
ル
及
び
ク
I
l
!ム
、

マ
ダ
カ
ス
カ
ル.よ
り
石
墨
、
西
ア
フ
リ
カ
よ
り
落
花
生
油
、

び
モ
ロ
ッ
コ
よ
り
モ
リ
プ
デ
ナ 

ム
の
供
給
を
受
け
る
の
が
其
の.主
な
る
も
：の
で
あ
る
。
丄 

從
ウ
て
全
體
と
‘し
て
の
フ
ラ
ン
ス
は
原
料
資
源
の
供
給
狀
態
に
於
て
極
め
て
不
充
分
で
あ
り
、
重
要
原
料
た
る
お
炭
、

.
ゴ
ム
、
錄
、 

の
供
給
は
少
な
く
又
石
油
、
桃
花
を
全
然
産
出
し
な
5
0 

以
上
に
於
て
吾
人
は
通
常

「

持
て
る
國J

の
範
禱
に
入
れ
ら
れ
る
米
英
蘇
佛
の
四
國
に
就
：

S

て
考
察
を
行
つ
た
が
、
米
、
英
、
#

は
何 

れ
も
其
の
定
評
に
背
か
す
實
證
的
に
もM

f
な
原
料
資
源
領
有
國
で
あ
る
事
を
明
か
に
し
得
た
斯
く
て
三
國
は
叙
上
の
諸
原
料
資
源 

を
保
有
す
る
事
に
よ
つ
て
充
分
獨

M

的
な
經
濟
力
を
持
ち
得
る0
然
る
に
佛
蘭
西
は
旣
逮

5

如
く
三
國
に
比
し
て
原
料
資
源
に
著
し
く 

惠
ま
れ
す
、
此
の
黯
に
關
す
る
限P「

持
て
る
國
し
と
し
て
の
地
位
は
基
だ
疑
問
と
考
へ
ら
れ
る
。

 

. 

其
處
で
次
に「

持
た
ざ
る
國」

側
の
考
察
に
移
る*

V

植
民
地
原
料
資
源
間
题
に
關
す
る
！者
察
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r

植

地

原

料

資

源

-間
週
に
湖
ず

る
.

I
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察- 
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l
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v

 

ま
 

§

六)
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^
逸
I

し
て
ま

-
ル
地
方t

ん

で
s

l

i
 

Iは
I

で
f
 

i

に

.̂
^
^
i

l

l
て
は
多
くI

f

、
又
I

I

は
I

f

 
f

然

|

|

を

有
I

、
從
つ
て
現
在「

持
た
ざ
る
國」

の
代

t

存
在
た
る
：事
は
自
他
共
に
許
す
所.I
る

。
 

i

i

l

 

r

.「

イ

夕.
'̂Y

、
.
J.,: 

-•
, 

■
 

■
 

.-1:
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‘

.

，‘.
.
.
.

パ

で

t

、

5

®

、f

 

i

及
び
f

 

|

供
給
|

す
る
が
、
重
耍
原
料
資

?

^

l

i

i

f

、

i

 

i

i

l

i

l

i

"「

日
本」

，

：

'
 

'
 

.

炭

I
 
I

等
を
一
丸
と
し
て
I

し
I

合
に
、
來
、.縮
、
|

 

|

>

|

^

>石
墨
は
i

に
産
出
す
る
が
、
1

お

，
右

チ

霞

、
拿

等

主

？

業
原
料§

し
く
不
.足
|

.

、̂
|

冀

震

に

在

：る
滿
洲
國
を|

ぉ

入

キ

も

，
大
豆
レ 

木
村
、

マ
，.ダ
ネ
サ
ィ
ト
、
鐵
の
供
給
は
受
け
て
も
：
§

1

は
i

の
間
I

t

、
要

に

‘さ

も

S

ざ

る

。

，

.

欺
く
て「

持
て
る
國」

と
し
て
の
米
、
英
、

f

 
s

v持
I

る
國」

と
し
て
の
日
、
獨
、
併
が如

何

な

る

國

際

的

原

料

資

源

上

の

分
 

能
を
有
す
る
か
の
實
證
的
な
概
觀
を
終
つ
た
？

繰
返
す
迄
も
な
善
.M

t
1

國
は
各
自
獨
立
的
な
存
在
.と
し
て
豐
富
な
原
料
資
源
並
び

H

書
食
料
を
自
給
し
得
る
立
場
に.

1:̂

り
、

，英
國
は
又
其
の
大
ズ
ロ
、ソ
ク
ほ
に
於
て
の
自
給
自
足
の
可
能
性
を
强
力
に
有
す

•之
に
對
し
佛
國
は
其
の
狀
勢
が

一

段
と
下
位
に
在
る.
0

更
に
獨
逸
は
或
極
庶，の
原
料
資
.源
を
取
得
し
乍
らも

"

前
記
四
國
に
對
し
て
の
劣
勢
か
ら
而
し
て
又
植
民
地
非
所
有
の
體
面
か
らr

持 

た
ざ
る
國J

と
し
て
の
傭
度
を
明
か
に
し
、
又
日•
伊
は
‘或

程

度

の

植

民

地

，領

城

^
:
^
^
有

し

且

っ

原

料

資

源

の

或

程

度

を

産

出

す

る

も

そ 

れ
等
の
經
濟
的
無
慎
値
？
至
は
低
偵
値
か
ら
、
殊
に
日
伊
の
場
合
に
は
是
れ

.に

.過
剩
人
口
間
題
が
絡
っ
て
、.同
じ
く「

持
た
ざ
る
國
し
と 

し
て
行
動
す
る
0

此
の
場
合
特
に
注
意
を
要
す
る
事
は.、
世
界
の
そ
れ
以
外
の
諸
國
、
例
へ
ぼ
ベ
ル
：ギ
ー
•
プ
ラ
ジ
ル
、.波
蘭
*
和
蘭
等
々
は
必
づ
し 

も
失
々
、
日
、
'獨*

 

ょ
り
惠
ま
れ
て
を
ら
ぬ'事
あ
り
、
又
國
に
ょ
っ
て
は

1

層
悪S

事
情
に
あ
り
乍
ら
而
か
も
原
料
資
源
間
題
に
そ 

れ
程
の
關
心
を
示
し
て
を
ら
ぬ
事
で.あ
.る
0.
此
の
，
點

は

所

謂

原

料

資

源

#

分
割
；問
題
乃
至
は植
民
地

W

分
割
間
題
が
主
と
し
て
資
本
主 

義

的

列

強

.間

の

利

害

關

係

を

ホ

心

と

レ

て

出

發

す

る

1

讚

左
と
し
て
將
又
本
間
題
の
本
質
的

.一

面
を
襄
書
す
る
事
實
と
し
て
頗
る
與
味 

あ
る
所
で
あ
ら
ぅ
。

以
上
で「

持
て
る
國J

と「

持
た
ざ
る
國J

の
實
證
的
解
明
：を
終
り
、
次
に
全
體
と
し
て
の
植
民
地
生
產
の
原
料
資
源
が
世
界
の
原
料
資 

:

源
中
に
於
て
幾
何
の
意.義
を
持
ち
得
る
か
の
考
察
に
移
る0
;

蘭
糊
及
白
領
植
地
を
除
き
世
界
の
主
要
な
る
植
民
地
領
域
.の
大
部
分
は
上
述
の
資
本
主
：義
的
列
强
國
の
何
れ
か
、
特
に
英
國
或
は 

佛
蘭
西
に
所
®
す
る0

.

而
し
て
之

等

の

領

域

：が

糖

度

の

差

は

あ

れ

夫
，？， J

本
國
に
何
等
か
の
原
料資
源
を
供
給
し
以
て
寄
與
す
る所
あ
る 

ほ
否
定
し
難
レ
颜
で
あ
る
。

ン

而
し
；
體
と
し
.，
て
の
植
廣
地
領
域
は
如
何
な
る
役.割

を

，海

ホ

る

か

。

今

主

と

し

：
て

!:

九H1

四
年

の

各

個

原

料

資

源

め

.生

産

高

に

就

い 

，
て，R

§
l
.
.
I
n
s
t
i
i
:
o
f
,

 Inteiiiational

,

A

f 

I:s,

が
行
っ
た
調
齋(

植

民

地

.全

ま
塵
尚
し
低
界
總
生
産
高
の比.
率)

をi
；

用

す
る
事

は
.

地
原
料
資
瀬
間.題
-に
關す

；：

K

m
 

(

'八
。
七)

.
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タ

本
間
題
を
理
解
す
る
上
に
役
立
つ
も
の
と
思
ふo
 

{;R, 

I. 

o

サL

 

A

 ; 

ibid. 

p. 

2
2

•
及

びR
，
I. 

oi 

I. 

A
.

 
colonial 

；Pi;oblem: 

1937. 

p. 

2
9
0

レo

斯
く
し
て
吾
人
が
理
解
す.る

.

所
は
"
一
般
に
植
民
地
原
料
.資
源
と目
さ
れ
る
も

P
が
現
在
®
の
所
比
較
的
其
b
産
出
高
も
大

で
な
く
、

從
つ
て
植
民
地
領
域
の
.原
料
資
源
供
給
地
と
し
て
の
經
濟
的
慎
値
は
现
今
複
雑
な
る
國
際
間

題
を
惹
起
し
て
ゐ
る
割
に
は
左
程
大
で
な

い
と
云
ふ
事
で
あ
る0
,
.例
へ
ぱ
特
に
其
の
生
：産
高
が
世
界
生
；產
高
の

1
1
0
X

以
ト

*

を
占
む
る
も
の
を
抽
出
し
て
み
れ
ぱ
、
僅
に
踪
招
仙
、

ゴ
ム
，
，コ
プ
ラ
、
錫

辦

，
織
、
落
花
生
，
銅
等
數
種
の
原
料
資
源
に
止
り
、
又
重
耍
食
料
原
料
に
就
て
見
て
も

一

九
三
三
ギ
に
於
て

コ
コ
ア
の
七
：

紅
茶
の
四
八
％
、
泰
砂
糖
のH
五
.
•
九

％

、

パ

ナ

ナ

の

，
ニ
.
o

%

、
.
玉

蜀

泰

：0

ニ

叫

• 

！

多

、
来

◎

ニ

ニ

，
四

％
等

に

限
ら
れ
る
タ
即
ち
植

民

地生
産
の
原

料
資

源

は

：錫

、
ゴ
：.ム
、

植

物

油

等

の

，

主
耍
な
る
も
の
を
除
け
ば
他
は
そ
れ
程
重
要
な
用
遂
を
有
す

る
原

.料

資

源

に

，
は

屬

さ

す

、

又

上

述

の

.

數
倘
の
.も
の
以
外
に
は
其
の
産
出
高
が
债
少
で
あ
る
事
を
，考
ふ
.る
な
ら
ぱ
，
既
述
の
如
ぐ
全
體

と
し
.て
の
植
民
地
.風
.料
資
源
が
果
す
役
割.は
小
な
り
み
云
は
ざ
る
を.得
な
い
0
更
：に
.原
料
資
源
供
給
地
と
し
て
の
將
來
の
發
浪
性
を
豫

測
す
る
と
し
て
わ
、
確
實
な
見
經
し
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
，

.又
將
來
に
於V

も
從
來
の
.分
布
狀
態
を
根
本
的
に.變

革

す

る

.が

如

き

發
見
、
發
明
は
左
程
頻
辕
で
あ
り
、
可
能
で
あ
る
と
ホ
#

‘へ
ら
れ
な
レ
4
、
>
，必
然
的
に
奴
上
の
見
解
に
到
達
す
る
の
は
止
む
を
得
な 

い
で
あ
ら
ぅ
0 

, 

(■

而
か
も•

そ
れ
に
も
拘
ら
す
國
際
的
原
料
：資
源#
分
割
の
要
求
が
な
さ
れ
、
或
は
又
植
民
地
，原
料
資
源
獲
得
を
中
心
と
し
て
植
民
地 

領
域
の
.蔣
分
當
力
★
め
ら
れ
る
の
は
.
.
.一，に
近
時
の.國
際
.經
濟
愤
勢
の
殺
展'に
，依

存

ず

る

も

の

，，と

見
る
；の
外
は
な
，
.

い
。

純
粹
な
意
味
で
の
原
科
資
源
：需
絵
の
間
題
に
就
：

5:

て
は
完
全
な
る
自
由
貿
易
主
義
が
行
は
れ.て
ゐ
れ
ぱ
別
.に
困
難
は
な
い
替
で
あ 

る
。.
然
し
近
時
の
世
界
經
濟
の
發
展
は
是
れ
と
正
に
逆
の
方
向
に
.進
み
來
り
、
：
又
進
み'つ
>
あ
る
？
斯
ズK

前
述
0
如
く
經
濟
的
國
家 

植
民
地
原
料
資
源
問
題
に
蹄
す
ろ
！
海
察.
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八
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} It

辕
民
地
.購
料
資
源
i

i

ず
る
：l

i
 

5

0
 

(

>
r
.
s 

プ
ロ
タ
ヤ
ズ
ー
♦

の

傳

播

聯

化

は

：

1

商
に
於
^
其̂
の
勢
カ
範
圍
內
の
嶺
域
に̂
0
!
國
商
品
ー
：の

販

路

を

確

保

す

る

と

弗

に

、

他 

面
其
め
か
ら
原

％

資
源
を
獲
得
す
る
欲
求
ど
必
然
な
ら
，しめ
る

.0
;
此

黯

に

於

て

：植

民

地

镇

據

の

役

割

は

'

:1

段
：と
高
め
ら
れ
、
事
實 

文
是
れ
等
植
民
地
領
域
が
ら
の
原
科
資
源
一
れ
確
保
す
る
爲
め
に
、
現
在
各
國
に
よ
ね
詣
種
の
制
限
方
策
が
採

.用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

.例へ
ぱ
極
め
て
撥
的
な
手

1

と

しV

は
^

民

地

镇

域

よ

り

：
の

原

料

資

源

に

際

レ

、
是

れ

，に

差

別

的

輸

出

税

た

課

す

る

事

に 

よ
.つ
て
母
.國
.に
對
し
特
別
の
好
遇
を
與
へ
て
母
國
の
植
民
地
よ
り
の
原
料
資
源
購
入
を
便
な
ら
し
め
る
と
か
、
叉
は
外
國
人
に
よ
る
哺 

良

地

領

嫌

資

源

の

開

發

を

阻

止

ず

：る
爲

‘：©

に

母

國.々
民
に
の
：み
資
源
開
發
の.播
利
ー
モ
與
ふ
る
と
か
の
方
法
：が

廣

々

採

ら

れ

る

0
更
に
上 

t
e 
21

手
^
^
|
に

比

し

て

は

稍

ふ

間

接

的

で

.を
る
'が
、
.原

料

費

源

の

生

：龄

統

制

計

晝

が

擧

げ

ら

れ

る

0
生

産

統

制

は

必

チ

し

も

植

民

地

原 

料
資
源
に
.對

し

て

.の

み

採

用

さ

れ

た

手

段

'で

ほ

な

く

、

贵

界

恐

慌

を

通

じ

V.

め
重
®
商
品
/の
價
格
下
落
の
影
響
を
防
ぐ
對
應
策
と
し
て 

‘も

凰

々

用

ひ

ら

れ

た

所

ザ

ぎ

.‘る

之

れ

が

植

民

，地
，原

料

資

源

に

適

用

せ

ら

れ

た

場

合

に

は

、

生

産

制

限

.に
よ
る
償
格
騰
貴
を
通
じ
て 

，間

接

に

原

料

資

源

'の
，
取

得t
制
限
す
る
#
に
な
り
、
而
か
も
：母
國
は
自
國
貨
幣
乃
至
は
植
民
地
貨
幣
と
リ
ン
ク
せ
ら
れ
た
貨
幣
を
使
用

し
て
.植
民
地
原
料
資
.源
れ
購
入
し
得
る
點
で
、
購
入
に
際
し
外
國
爲
替
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
外
國
よ
り
も
遙
か
に
有
利
な
地
位
に

.立

.，つ 

.事
と
な
る
か

 

V
- 

.
 

.
 

,
 

•

更
に
純
粹
に
間
接
的
な
制
吸
手
段
と
し
て
次
の

1
|

つ
が
考
.へ
ら
れ
る
0
即
ち
、
 

‘

.1

、
、
！
般

的

な

外

國

爲

替

の

困

難

： 

'

.ニ
、
植

民

地

領

域

わ

特

惠

的

？

稅

.
二
- 

- 

,

前
者
は
即
：ち

最

近

の

國

隙

交

為

上

に

於

て

顧

著

な

輸

入

税

、
割

當

制

*
及

び

爲

替

制

服

等

の

設

定

よ

り

來

る一

般
的
な
外
國
爲
替
の 

，困

難

で

あ

此

の

.場
合

に

自

國

め

通

货

.流
通

範

圓

た

る

植

民

地

領

域

を「

持
た
ざ
：る

國

b
困

難

は「

持
て
る
.國
し
に
對
し
て
一
厥
大
な

3
H

S

I
B
.

る
結
果
を
生
み
、
此
の
事
は
又'間
接
に
其
れ
等
の.，譲

國

に

：

H

る
原
料
資
源
.取
得
を
制
限
.す
.，：る
も
の
で
あ
る
。
：

後

者

に

：就

い

て

，此
の
：
植

民

地

特

惠

輸

入

棟

が

「

持

た

ぎ

る

國

J

の
'外
國
爲
替
に
及
ぼ
：す
影
響
：は
前
.者
に
比
し
て
小
な
り
と
云
は
れ
る 

が
、
，ズ
せ.タ
キ
ズ
：ム
，.の
進
展
に
伴
ふ1::

國
間
或
は
多
數
國
内
め
排
他
的
取
極'.め
が
成
立
す
る
場
合
：に
は
其
の
影
響
は
重
要
と
な
る
◊
此 

の
點
で
顯
著
な
例
を
提
供
す.る
も
；の
は
：.オ
ダ
.
.タ
ワ
協
定
で
：あ
り
、
：大
英
プ
ロ
.タ
ク
ほ
に
於
け
る
植
民
地
特
憲
輸
入
税
の
設
定
は
詣
外
國 

に
と
.ウ
.て

大

な

る

負

擔

，を

課

し

：
、

其

；
の
，
外

國

爲

替

闲

：
難

を

激

化

す

，
る

事

に

：
ょ
；

0
て
間
接
に
原
料
資
源
取
得
を
不
利
な
：

<2̂

し
め
る
。

以

上

：
の

睹

制

限

は

何

れ

.

も
直
接
間
接
に
植
民
地
領
域
に
對
ず
る.母

國

の

利

，益

を

確

保

れ

る

：
に
'
役

立

つ

も

の

，
：で

あ

り

、

原

料

資

源

に

關 

し
其
の
取
得
の
.難
為
を
差
別
的
た
ら
し
め
る0
,斯
く
：て
鋳
局
現
實
に
：、
植
民
地
俩
域
に
於
て
は
其
，の
支
配
者
た
る
母
國
が
特
殊
利
益
を 

享
有
す
る
事
は
認
め
ざ
る
得
な、
s
o 

-
.
.

然

ら

ぱ

何

故

に

現

在

列

國

は

旣

述

.の
如
く
比
較
的
偵
値
少
な
き
植
民
地

..原
料

資

源

獲

得

に

熱

中

し

又

特

にr

持

た

ざ

る

國J

は
现
狀
打 

f

企

圓

す

る

が0:1
^

に
於V

吾

人

は

此C:

錯
綜
せ
る

.國
際
情
勢
下
に
：戰

時

に

®

へ
て
も
獨
ポ

的
意

圓
を

見
逃

す
譯
に

行
か

な
い

。

世 

嚴

的

な

戰

爭

の

危

險

が

多

少

と

も

感

受

，せ
ら
れ
る
：現
弗
に
於
：て

、

®
國

：の
；植

民

：
i

域

內

若

し

く

.は
確

保

出

來

る

範

圓

內E

原

料
資

源

. 

乃

至
は

食
料

の

供

給

源

嚴

を

持

つ

：事
は
：非

常

な

强

味

で

あ

る

事

は

論

を

俟

た

ぬ

し

、

又
數

置
は
小

な
り
と
も
明
か
に
無
い
.ょ
り
は
度
レ 

の
で
を
るV

 

一' 

' 

い

へ.：-
-

•

一
勿
論
戰 

f

.假
定
し
た
場
合
に
は
、
：

，‘：-：
,
:
:ド
.
■

(：：l
¥

常
時
の
.

高
で
：ほ
戰
特
に
实
分
で
あ
る。

.

•

.

0
|
寨

霞
の
生
産
は
必
し

.も
霞
に
績
行
し
得
な
い
。
 

：

，

(

ニ
©

®
時
に
於
け
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代
用.品
利
用
わ
可
能
性
。
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：
^
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i

s

l

植
.民
.地
原
料
資
源
問
題
に®
す
る1

考
察 

！
c>

ニ 

(

八一

ニ)  

..

(

四)

植
民
地
領
域
と
0
交
通
連
絡
の
確
保
，、：.特
に
海
上
播
の
挺
得
の
必
要
。

 

<

五
.

)

盖
時
よ
り
6
貯
蔵
品
の
問
題
ニ
；
 

.

,:

(
六)
近
l

i

®
よ
b
:め
链
供
'の
問
題
：
.，
：V 

.

等

が

併

せ

者

へ

ら

れ

ね

ば

.な
ら
な
レ
。
特
に
植
民
地
領
域
と
の
關
聯
に
於
て
は
海
上
交
通
が
確
保
さ
れ
た
場
合
に
の
み
植
民
地
原
料
資 

源
は
戰
時
の
用
に
立
つ
。
從
つ
て
戰
時
に
備
ぺ
て
は
軍
備
の
擴
大
商
品
貯
蔵
の
槽
大
と
共
に
平
時
よ
り
植
民
地
原
料
資
源
を
使
用
す
る 

i
業

を

創

設

し-て
置
-く
事
が
有
.利

者

ペ

ー

ら

れ

る

。

：

:
:
;
i

に
.事
は
戰
爭
迄
に
至
.ら
な
い
經
濟
制
栽

0

適
用
の
場
合
にも

！
？X

得
るi

で
，あ
り
、.何
れ
に
.

4

て
も
斯
か
る
異
常
時
に
動
する 

:

準
傭
の
；爲
め
に
植
民
地
原
料
資
源
問
題
が
喧
し
ぐ
論
ぜ
ら
れ
を
：の
は
叉
止
む
を
得
な
い
事
實
や
あ
を

。
.：

‘

a
‘
.
'
.

き

‘ 

.

.

.
E

ロ

.

.

,
, 

.

ブ

、
.
.
.
.
, 

■ 

_ 

.

.

. 

i 

.

:

以
上
に
於V

吾
人
は
國
際
間
に
於
け
る
原
料
資
源
分
布
狀
態
の
概
觀
に
始
つ
て
各
個
の
原
料
資
源
に
就
き
最
近
の
生
産
高
を
基
準
と 

し
て
".
旦
'つ
其
の
：植
民
地
領
域
よ
り
の
供
給
高
を
者
慮
に
入
-れ
乍
ら

r

持
；て
る
國

」

，と「

持
た
ざ
る
國

J

の
：，對
立
關
孫
を
具
體
的
に
解
明
し 

た
。'而
し
て
更
に
經
濟
的
國
家
主
義
：乃
至
は
ズ

ft
タ
ク
化
傾
向
の
進
展
す
る
現
時
の
®

際
情
勢
下
に
於
け
る
全
體
と
し
て
の
植
拔
地
原 

..
料
資
源
の
：有
す
る
意
義
に
就
い
て
考
察
し
，
，

.
其
の
比
.較
的
大
な
ら
ざ
，る
輕
濟
的
懷
値
よ
り
し
て
、
：戰
時
ま
せ
輕
濟
制
裁
適
用
の
際
へ
の 

効
報
へ
期
待
を
掛
け
、

.
而
か
も
其
れ
等
め
場
合
に
於
け
る

E
制
約
條
仲
に
說
き
及
ん
だ
タ

：

そ
れ
：に

も

拘

ら

す

「

持
て
：
る
國

：」

が

其

の

植

民

地

領

域

の

：
確

保

、
或

：は

「

持

た

ざ

る

國

」

が

其

の

照

分

割

を

要

求

す

る

理

由

如

何

。

吾
人 

は
残
に
於
て
問
題
は
決
し
て
原
料
資
源
の
み
に
局
服
す
べ
き
で
な

5
と

：の

理

解

を

持
.た
ね
.ぱ
な
ら
な
.

5
。

現
代
に
.於
け
る
資
本
主
義
的
列
顧
國
の
植
民
活
動
に
就
い
て
は
，
：原
料
資
.源
.獲
得
も
其
の一

因
で
あ
る
事
は
め
な
い
が
、
そ
れ
は

同
時
に
母
國
製
品
の
販
路
開
拓
と
關
聯
し
、
更
に
よ
り
根
本
的
に
は
植
民
地
の
母
國
に
於
け
る
過
剩
資
本
の
投
資
地
と
し
て
の
役
割
に 

依
存
す
る
事
は
今
日
我
々
の
常
識
で
あ
る
。
而
か
も
現
時
の
如
く
資
本
主
義
的
列
强
國
の
相
抗
爭
す
る
時
代
に
於
て
は
更
に
そ
れ
に
東 

事
上
、
戰
略
上
の
粮
據
地
と
し
て
の
意
義
が
附
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

斯
く
解
す
る
時
，
近
時
論
議
さ
れ
る
國
際
的
原
料
資
源
再
分
配
問
題
乃
至
は
植
民
地
原
料
資
源
獲
得
問
題
も
矢
張
り

一
般
的
に
は
上 

述
の
範
園
に
於
て
の
み
理
解
し
得
る
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
列
强
國
の
資
本
主
義
的
利
害
關
係
に
甚
く
活
動
の
一
環
と
し
て
者
へ
る
事
に 

よ
つ
て
，の
み
始
め
て
其
の
本
質
を
明
か
に
し
得
る
® 

、

さ
れ
ば「

持
た
ざ
る
國」

が
原
料
資
源
再
分
割
を
主
た
る
問
題
と
し
て
取
上
げ
論
す
る
に
對
し
、

「

持
て
る
國J

が
又
そ
れ
を
其
の
儘
原 

料
資
源
問
題
と
し
て
极
ひ
乍
ら
處
理
せ
ん
と
す
る
所
に
此
の
國
際
的
對
立
關
係
を
通
じ
て
の
原
料
資
源
問
題
に
關
す
る
微
妙
な
意
味
が 

.伏
在
す
：る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
其
の
場
合

「

持
た
ざ
る
國J

は
原
料
資
源
W
分
配
を
理
由
と
し
てi

民
地
鎮
域
其
の
も
の-
- 

再
分S

を
奥
求
ず
る
に
®
し
、「

持
て
る
國J:

は
是
れ
を
.原
料
資
源
問
題
の
解
決
に
局
限
す
る
事
に
よ
っ
て
其
の
領
有
植
民
地
の
維
持
を 

計
る
0
.從
っ
て
斯
く
解
す
る
眼
り
原
料
資
源
の
.供
絵
狀
態
に
關
し
て
は
必
す
し
も
惠
あ
れ
ぬ
侧
蘭
西
も
英
國
に
次
ぐ
大
植
民
地
領
域
所 

有
者
と
し
：て
依
然1持
て
る
國J

.

の.
範
.鳴
を
出
ぬ
も
の
で
あ
り
：、

：

現
狀
維
持
派
の
：

T

.ヶ
成
す
。
之
に
對
し
植
民
地
領
域
を
全
然
有
し
な
レ 

獨
逸
，ま
は
有
し
す
も
小
な
る.f
.併
が
明
確
に
.其
.の#
分
割
を
.望
む
の
は
蓋
し
當
然
で
あ
る
。
斯
く
て
、
結
局
植
民
地
原
料
資
源
問
題 

，投
資
地
或
は
又
軍
事
上
根
據
地
と.し
て
の
植
民
地
領
域
に
對
す
る
資
本
主
義
的
列
：强
國
の
利
齋
關
係
か
ら
生
じ
た
沿
動
の

一 

部
面
と
し
，て
之
を
极
ふ
：事
が
必
要
で
あ
り
、
而
か
も
其
'の
：場
合
に
.現
時
の
國
際
情
勢
下
に
あ
っ
て
斯
か
る
傲
域
の
確
保
が
基
本
的
な
も 

.の
：.で
あ
る
との
理
解
を
持
，た
ね
ば
な
ら
な
い◊
即
ち
旣
述
0
如
く
經
濟
的
國
家
主
義
の.進
展
は
，叙
上
め
目
的
.に
向
っ
て
の
努
力
を
必
然 

な
ら.
レ
め
る
の
：で
あ
る0-, 

, 

..  

,

植
民
地
原
料
資
源
間
題
に
蘭
す
る

一

考
.察 

.

1
0

三

(

八
！
，
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' I

售

地
.原
料
資
源
間
p
に
掘
す
i

.

考
察
へ
： 

ニ

，

o:s. 

,
,

(

A

1

S 

:

か

論

斯

か

る

：結

論

は

最

初

に

豫

定

し

，た

譜

制

服

(

資
源
の
意
義
限
定
、
植
地
の
形
式
的
分
類
、
原
料
資
源
分
布
の
基
準
と
し
て
の 

生
：産
高
等
>
<
?、
：

，
序

言

參

照

：

)

b

卞

に

生

じ

，
た

も

の

で

.
あ
り 

>
:

其
の
限
り
問
題
の
，本
質
的
な
：：
1
‘面

を

語

る

：に
：̂

み

事

は

既

述

P

如

ズ

や 

あ

，
る

ウ

從

つ

て

、
：
資

源

.に
於
て
よ
り
廣
饥.に
、
.植
民
地
.に
：於
て
ょ
&

質

的

に

取

极

ひ

、

更

：に

資

源

0

旣
卸C

畫

高

0^

み
な
ら
す
、 

將
來
：の
發
展
性
を
出
來
得
る
眼
り..考

慮

に

入

れ

て

考

察

を

進

め

，
た

な

.ら
ば
、.：そ
れ
は
最
近
，の
同
際
情
勢
の.動
向
：を
關
聯
レ
て
觸
る
與
味
. 

ま

き

問

題

セ

あ

.
'

原
料
資
源
問
題
も
亦
斯
か
る
角
度
か
ら
れ
觀
察
に
ょ
つ
：て
或
程
度
異
つ
た
意
義
を
持
ち
得
る
と
共
に
、
又

.現
段
階
.に
：'. 

於
け
‘る
當
該
問
題
の
ょ
り
本
質
的
な

I

面
を
，具
現
す
る
可
能
性
が
多
分
に
考
へ.ら
れ
る
。
斯
か
る
觀
黯
ょ
り
の
取
扱
は
そ
れ
：自
身

一
0: 

の
-主
耍
な
®I?

で
あ
め
筆
者
は
是
れ
を
他
日
に
期
さ
ぅo
:
,
'
i
於
れ
本
稿
に
M
す
る
.

^

旣

域

の

，理
：解

に

ょ

ク

；ホ

の

か

問

題

の

：

I

面

は

明

： 

ら

か

と

.さ

れ

、
.
是

れ

は

更

に

ょ

り

本

質

的

な

檢

討

，
へ
：の

足

場

,

V

形
：成
す
る
と
共
に
間
題
の
現
實
的
な
解
：決
に
對
し
‘て
：多
く 

指
示
を
與 

ふ
る
.も
め
と1K.

ひ
得
よ
ぅ
0
: 

*

I
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În 

昧 

w

i

^

(

i

) 

1
§
沫
1

1

4〕

-i,062

ね

2,895

w

856

V—L
bO
CO

x
2,93̂

0
§

1

霞
圧
聚

W
Cn
oa

か

,
i
>

レ

rl
2
J

KA

H

s

19
3
2

c c

(
y

,1
3

0

 

ヴ

：3
7

9

1
1

 

ま

1
9
3
2.( 3

)
i
m
F
5
^

I

r3s2」
『

r
i
j

1,229

W-ft
O

「4
9

ご

1932(
1
7)

§
2 

( 2
0
)

CO

bO

「

§

」

Cfc
>-»
2
H-iO
cnto<x>

CO
「382

」
0
2
,
2
2
3

1
9
2
8

『
162,4

』

1-4
か

116

to

r-»
<£>

2
S
3
7

COCOo>

へK"»
パ !>0

iS

Oi
00IL=：.

rl04」

%

650

i
Xな
み
ア




